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長
岡
か
ら
議
論
を
ス
タ
ー
ト

全
国
の
有
志
の
市
町
村
長
（
四

十
一
人
）
で
構
成
す
る
提
言
・
実

践
首
長
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
長
岡
市
を
皮
切

り
に
、
十
一
月
に
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
る
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
で
、

全
国
七
カ
所
を
リ
レ
ー
し
て
い
き

ま
す
。

四
つ
の
分
科
会
や
全
体
討
論

で
熱
い
議
論

長
岡
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
現

場
の
声
を
聞
こ
う
と
四
つ
の
分
科

会
を
開
催
。
教
師
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自

治
体
の
代
表
、
文
部
科
学
省
の
職

員
な
ど
が
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
を

深
め
ま
し
た
。（
主
な
意
見
は
下
枠

の
と
お
り
）

そ
の
後
行
わ
れ
た
全
体
討
論
で

は
、
文
部
科
学
省
審
議
官
の
板
東

久
美
子
さ
ん
が
「
教
師
の
仕
事
が

過
密
で
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
勤
務
実
態
を
検
証
し
て
い
き

た
い
」
と
発
言
。
阪
之
上
小
学
校

長
の
高
橋
幸
雄
さ
ん
は
「
学
校
の

教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
、
現
場

の
求
め
る
人
材
の
採
用
や
異
動
を

市
町
村
で
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
森
市
長
は
「
学
校
と
家
庭
の

溝
を
埋
め
る
の
が
市
町
村
の
役
割
。

地
域
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
提

供
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

現
場
の
声
を
全
国
に
発
信
！

米
百
俵
の
ま
ち
か
ら
ス
タ
ー
ト

教
育
改
革
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
岡
を
開
催

現
場
に
即
し
た
教
育
を
考
え
、
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
「
教

育
改
革
を
考
え
る
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
三
月
十
一
日
、

長
岡
造
形
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
県
内
外
の
市
長
や
町
長
、
教
育
関
係
者
、

文
部
科
学
省
の
職
員
な
ど
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
分
科
会

や
討
論
会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
の
低
下
や
教
師

の
多
忙
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▲各分野の代表者が意見を交わした全体討論。フォーラムは
11月まで全国７カ所をリレーします。

参加者が各テー
マに分かれて議論
した分科会。現場
の抱える問題点な
どを教師たちが積
極的に発言してい
ました。

【第１分科会】家庭や地域の教育を考える

・地域の中に会社も含めて考えてほしい（ＰＴＡ）

・教師が非常に多忙である（教育関係者）

【第２分科会】身に付けさせたい学力を考える

・意欲のない子どもにどうやってやる気を起こさせる

か（自治体）

・総合学習と各教科を結び付けていく必要がある

（教育関係者）

【第３分科会】これからの学校のあり方を考える

・学校と教育委員会が連携を密にすることが大切

（教育関係者）

・教師の勤務実態を調査し、学校改善に生かす

（文部科学省、教育関係者）

【第４分科会】安心・安全な学校づくりを考える

・ハード（携帯メールなど）とソフト（住民の安全パト

ロールなど）を上手に使うことが有効（大学研究員）

・地域とのつながりを広げ、開かれた学校にして安全

を確保する（自治体）

４つの分科会のテーマと主な意見
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①
市
町
村
合
併
に
伴
う
対
応

▼
広
域
観
光
戦
略
班
の
設
置

各
地
域
の
観
光
資
源
の
魅
力
を

生
か
し
た
、
新
市
の
観
光
戦
略
を

構
築
す
る
た
め
、
地
域
自
治
振
興

室
に
「
広
域
観
光
戦
略
班
」
を
設

置
し
ま
し
た
。


39
・
２
２
６
０

▼
交
通
政
策
課
の
設
置

各
地
域
を
結
ぶ
幹
線
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
長
岡
駅
前
広
場
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、
都
市

整
備
部
に
「
交
通
政
策
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。


39
・
２
２
６
７

▼
農
林
部
の
組
織
強
化

合
併
に
よ
る
農
地
や
林
地
の
増

大
へ
の
対
応
と
、
担
い
手
の
確
保

育
成
対
策
を
充
実
・
強
化
す
る
た

め
、
農
林
部
農
政
課
に
「
担
い
手

育
成
係
」
を
、
農
林
整
備
課
に
「
林

業
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

担
い
手
育
成
係

39
・
２
２
２
３

林
業
係

39
・
２
２
２
４

▼
広
報
課
の
設
置

各
地
域
の
情
報
発
信
な
ど
を
積

極
的
・
効
果
的
に
行
う
た
め
、
総

務
部
に
「
広
報
課
」
を
独
立
設
置

し
、
広
報
に
関
す
る
企
画
立
案
機

能
を
強
化
し
ま
し
た
。


39
・
２
２
０
２

②
防
災
体
制
の
強
化

長
岡
、
与
板
、
栃
尾
の
消
防
署

の
指
揮
命
令
系
統
を
整
備
し
、
防

災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
消
防

本
部
に
「
警
防
課
」
を
設
置
し
ま

し
た
。


35
・
２
１
６
９

③
二
巡
目
国
体
へ
の
準
備

平
成

二
十
一

年
に
新

潟
県
で

開
催
さ

れ
る
二

巡
目
国
体
（
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
）

の
準
備
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

企
画
部
に
「
国
体
推
進
室
」
を
設

置
し
ま
し
た
。


32
・
６
１
０
９

④
介
護
予
防
事
業
の
推
進

地
域
密
着
型
の
介
護
予
防
事
業

の
推
進
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
保

健
部
介
護
保
険
課
に
「
介
護
予
防

推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。


39
・
２
２
６
８

森
市
長
、
関
広
一
・
小
千
谷
市

長
、
岡
村
讓
・
川
口
町
長
は
三
月

十
三
日
、
市
役
所
で
会
談
し
、
震

災
と
７
・
13
水
害
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
の
災
害
メ
モ
リ
ア

ル
拠
点
の
整
備
を
、
共
同
で
進
め

て
い
く
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

施
設
は
「
集
め
る
・
伝
え
る
・

活
か
す
」
と
い
う
理
念
の
下
、
災

害
情
報
の
収
集
や
保
存
の
ほ
か
、

学
習
・
研
究
・
交
流
な
ど
の
機
能

を
備
え
た
も
の
で
す
。

森
市
長
は
、「
市
民
や
専
門
家
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
三
市
町
で

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。
今
後
、
整
備
構
想
を

夏
こ
ろ
ま
で
に
ま
と
め
、
県
に
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
森
市
長
は
拠
点
の
一
つ

と
し
て
、
妙
見
町
の
土
砂
崩
落
現

場
を
、
県
道
復
旧
に
合
わ
せ
震
災

の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
場
に
整
備

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
内

容
は
、「
不
死
鳥

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

が
舞
い
降
り
霊
を

慰
め
て
い
る
よ
う
な
場
」
と
し
て
、

道
路
の
山
側
斜
面
に
十
月
下
旬
こ

ろ
咲
く
菊
を
植
え
、
不
死
鳥
の
羽

を
表
す
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
つ
け

た
「
花
の
園そ

の

」、
献
花
台
や
慰
霊
碑

を
備
え
た
「
慰
霊
広
場
」
を
設
け

る
と
い
う
も
の
で
す
。

市
の
組
織
を

一
部
変
更
し
ま
し
た

市
政
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
４
月
か
ら

①市町村合併に伴う対応

②防災体制の強化

③２巡目国体への準備

④介護予防事業の推進

小千谷市・川口町と共同で

災害メモリアル拠点の
整備を進めることに
合意しました

ポ

イ

ン

ト

国体マスコットキャラ
クター「トッキッキ」

花花のの園園

県県道道

慰慰霊霊
広広場場

森市長が２市町
長に提案した妙見
町土砂崩落現場の
整備イメージ

3 市政だより 2006.4



長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

４
月
１
日
、
長
岡
市
は
明
治
39
年
の
市
制
施
行
か
ら

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
１
０
０
年
間
に
は
、
一
夜
に
し
て
ま
ち
が
焼
け

野
原
に
な
っ
た
長
岡
空
襲
や
自
然
災
害
な
ど
の
幾
多

の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
た
び
に
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
市
民
の

知
恵
と
力
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
源
は
、

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
米
百
俵
の
精
神
と
不
屈
の

自
立
心
で
す
。

市
民
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
長
岡
市
の
１
０
０
年
の

歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

（
１
９
０
６
）

明
治
39

市
制
施
行
（
４
月
１
日
）

43

長
岡
市
大
煙
火
協
会
が
発
足

（
１
９
１
４
）

大
正
３

大
水
害
で
信
濃
川
の
堤
防
決
壊
、
全
市
浸
水
、
長
生
橋
も
流
失

５

長
岡
鉄
道
の
西
長
岡
―
寺
泊
間
、
栃
尾
鉄
道
の
長
岡
―
栃
尾
間
が
開
通

６

令
終
会
が
悠
久
山
の
整
備
に
着
手
（
８
年
に
悠
久
山
公
園
完
成
）

長
岡
開
府
三
百
年
祭

７

野
本
恭
八
郎
の
寄
付
に
よ
り
互
尊
文
庫
が
開
館

米
騒
動
が
起
こ
る

10

四
郎
丸
村
と
合
併

13

栃
尾
鉄
道
の
長
岡
―
悠
久
山
間

開
通

15

大
野
甚
松
の
寄
付
に
よ
り
長
岡

市
公
会
堂
開
館

水
道
タ
ン
ク
完
成
、
給
水
開
始

長
岡
大
花
火
大
会
で
初
め
て
三

尺
玉
打
ち
上
げ

（
１
９
３
１
）

昭
和
６

上
越
線
全
通
記
念
博
覧
会
開
催

上
越
線
が
全
通
（
宮
内
―
高
崎
間
）

10

長
岡
市
会
で
工
業
立
市
の
方
針
を
打
ち
出
す

蔵
王
・
城
岡
地
区
の
工
業
団
地
造
成
事
業
に
着
手

11

火
焔
土
器
出
土

12

長
生
橋
鉄
橋
架
け
替
え
工
事
完
了

18

山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
戦
死

主

な

出

来

事

音楽・講演・展覧会などが催され、市民
に親しまれた長岡市公会堂（大正15年）

長岡鉄道の脇野町駅開業。紋付き・羽
織はかまで正装した人々が一番列車を
待った

◆

◆

日本天然瓦斯
が す

株式会社の試掘によって
大口地内で天然ガスが噴出

明治39年・中之島地域 平
成
の
合
併
地
域
の

出
来
事

長岡開府三百年祭の仁和賀
に わ か

行列（大正６年）

大正15年に完成した水道タンク（左の配水塔。国登
録有形文化財）

明治39年
の人口

33,702人

大正５年・三島地域

特集１特集１
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市制施行～昭和30年代

公園や上下水道、道路などが整備され、急速に近代化が

進み、産業も発展するが、まちは長岡空襲で焦土と化す。

しかし、市民と行政が力を合わせて復興を成し遂げた。

（
１
９
４
５
）

昭
和
20

左
近
に
模
擬
原
子
爆
弾
投
下

長
岡
空
襲

21

戦
災
復
興
建
設
整
理
事
業
に
着
手

復
興
祭
開
催（
26
年
に
長
岡
ま
つ
り
と
改
称
）

23

深
才
村
の
一
部
、
山
通
村
の
一
部
と
合
併

25

新
潟
県
産
業
博
覧
会
開
催

栖
吉
村
と
合
併

26

富
曽
亀
村
と
合
併

平
和
像
完
成

28

復
興
都
市
計
画
事
業
完
工
式
を
挙
行

29

上
川
西
村
、
宮
内
町
、
深
才
村
、
日
越
・
王

寺
川
・
十
日
町
・
山
本
・
黒
条
・
新
組
・
福

戸
・
下
川
西
・
六
日
市
村
の
一
部
と
合
併

「
長
岡
市
政
だ
よ
り
」
第
１
号
発
行

（
１
９
５
５
）

昭
和
30

市
制
50
周
年
・
戦
災
復
興
10
周
年
を
記
念
し
、

原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
開
催

新
市
庁
舎
が
柳
原
町
に
完
成

31

山
古
志
村
の
一
部
（
蓬
平
・
濁
沢
）
と
合
併

32

関
原
町
と
合
併

33

市
内
に
デ
パ
ー
ト
誕
生

戦
災
殉
難
者
慰
霊
塔
完
成

厚
生
会
館
完
成

35

与
板
町
の
一
部
（
成
沢
）
と
合
併

二
和
村
と
合
併

36

三
六
豪
雪

長
岡
地
震
発
生

消
雪
パ
イ
プ
を
試
験
的
に
敷
設

交
通
安
全
都
市
宣
言

37

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校

38

三
八
豪
雪

全
国
で
初
め
て
無
雪
都
市
宣
言

◆

◆

◆

◆

当初、有料道路として開通した越路橋
（昭和42年には、県道に移管され無料
になった）

村民が16年かけて手で掘った中山隧道
が貫通

野積橋の竣工渡り初め。大河津分水路
開削に伴い、最初に架橋された

復興した長岡駅前広場と大手通り（昭和30年）

明治37年の観測開始以来、最高の３.18メー
トルの積雪深を記録した38豪雪（昭和38年）

長岡空襲でまちの約８割が焦土となり、1,470人
余りの尊い命が失われた（昭和20年）

長生橋の鉄橋架け替え工事が完了。奥
に見えるのは以前の木橋（昭和12年）

「長岡市政だより」第１
号を発行（昭和29年）

復興祭のチラシ（昭和21年）

昭和30年
の人口

130,785人

昭和６年・寺泊地域昭和24年・山古志地域昭和34年・越路地域
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昭和40年代～市制施行100周年

高速交通体系の整備と高度経済成長の中でまちは急速に発展。人々

の生活は変貌を遂げていった。しかし、平成16年に再び大きな試

練が突きつけられた。中越大震災である。今、新・長岡市は復興

と合併による新たなまちづくりに向かって歩む。

大勢の市民が祝った上越新幹線の開
通。上り第１号列車「あさひ190号」
が到着（昭和57年）

（
１
９
６
８
）

昭
和
43

郷
土
史
料
館
開
館

44

消
雪
パ
イ
プ
特
許
を
公
開

県
下
初
の
婦
人
交
通
指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足

45

長
岡
大
橋
開
通

46

妙
見
浄
水
場
が
完
成
、
通
水
開
始

48

市
立
劇
場
開
館

市
営
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

（
１
９
７
５
）

昭
和
50
「
米
百
俵
之
碑
」
除
幕
式
。「
米
百
俵

小
林
虎
三
郎
の
思
想
」
を
発
刊

51

長
岡
技
術
科
学
大
学
開
学
（
53
年
開
校
）

52

新
市
庁
舎
が
幸
町
２
丁
目
に
完
成

53

北
陸
自
動
車
道
の
長
岡
―
新
潟
間
開
通

55

新
長
岡
駅
が
完
成

57

上
越
新
幹
線
の
大
宮
―
新
潟
間
開
通

58

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
１
次
分
譲
開
始

59

非
核
平
和
都
市
宣
言

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
（
高
度
工
業
技
術
集
積
都
市
）
地
域
に
指
定
さ
れ
る

（
１
９
８
５
）

昭
和
60

大
手
大
橋
開
通

61

国
道
８
号
長
岡
バ
イ
パ
ス
全
通

62

中
央
図
書
館
開
館

ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
と
姉
妹
都
市
締
結

63

と
も
し
び
運
動
ス
タ
ー
ト

（
１
９
８
９
）

平
成
元

市
民
体
育
館
開
館

３

「
米
百
俵
の
群
像
」
完
成

４

長
岡
雪
し
か
祭
り
始
ま
る

５

県
立
近
代
美
術
館
開
館

６

長
岡
造
形
大
学
開
校

８

長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館

９

第
１
回
米
百
俵
賞
贈
呈
式

千
秋
が
原
地
区
が
都
市
景
観
大
賞
を

受
賞

大
手
通
り
地
下
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

◆

◆

とちお祭の前身の「繊維まつり」で昭
和40年に始まった樽

たる

みこし綱引き大会
八幡林官衙
はちまんばやしかんが

遺跡の発掘調査。「沼垂城
ぬたりじょう

」
と記載された木簡が出土し、全国的に
注目された

◆

◆

木造からコンクリート製に架け替えら
れた与板橋

中越地震で県道がふさがれた妙
見町の土砂崩落現場（平成16年）

ながおか市民センターは、市民の活動と交流、
憩いの場として開館（平成13年）

千秋が原ふるさとの森に建立され
た米百俵の群像（平成３年）

昭和40年・与板地域昭和49年・栃尾地域平成２年・和島地域

市営スキー場オープン
（昭和48年）
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（
１
９
９
８
）

平
成
10

「
長
岡
の
人
材
教
育
」
本
格
実
施

国
営
越
後
丘
陵
公
園
が
一
部
オ
ー
プ
ン

12

県
立
歴
史
博
物
館
開
館

13

長
岡
大
学
開
校

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館

15

長
岡
戦
災
資
料
館
開
館

16

７
・
13
水
害
（
新
潟
・
福
島
豪
雨
）、
中
越
地
震
発
生

17

中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国

町
と
合
併

18

和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
、
与
板
町
と
合
併

市
制
施
行
１
０
０
周
年
（
４
月
１
日
）

昭和63年に古民家を活用し、紙作品の
展示施設としてオープンした小国芸術
村会館

平成18年
３月の人口
283,353人

「共存共栄が合併の理念」と合併記念
式典で森市長があいさつ（平成17年）

これ一冊で長岡花火の

すべてが分かる

「長岡大花火～祈り～」

長岡大花火の歴史、震災復興祈

願花火フェニッ

クスの打ち上げ、

写真、花火に込

められた人々の

思いなどが満載。

４月25日ま

でに予約された

方の中から抽選

で100人に長岡ま

つり大花火大会

協賛者観覧席券

１枚をプレゼン

トします！長岡まつり協議会また

は市内の書店で予約受付中（５月

１日発売予定）。

問長岡まつり協議会（観光課内）

39・2221

約800枚の写真と詳細な

年表で長岡市の歴史を紹介

「長岡市政100年のあゆみ」

明治39年から平成18年までの長

岡市政を１年ごとにまとめました。

その年の特徴的な話題も紹介する

ほか、平成の合併９市町村の100年

のあゆみも掲載しています。

市内の

書店また

は各図書

館、文書

資料室で

予約受付

中（５月

上旬発売

予定）。

問文書資

料室36・

7832

▲Ａ４変型判128ペ
ージ 1,800円

▲Ｂ５判320ページ
2,500円

市制100周年・合併記念事業のお知らせ

記念誌の予約受け付け開始！

「市制100周年ｅライブラリー」
４月１日から一部公開

長岡市と合併９市町村がこれまでに発行した広報紙と、市政100年
のあゆみのダイジェスト版を市のホームページで公開します。
広報紙は創刊号から昭和63年度分まで、市政100年のあゆみは明治

39年から昭和10年までを先行して公開。以降、順次公開し12月中に
完成予定です。同じ内容を収めたＤＶＤも作成し、平成19年１月か
ら図書館で貸し出します。
問情報政策課39・2205

トピック

2
トピック

2

イベントガイドブック
春号を発行

今月の市政だよりと同時配布の「イベントガ
イドブック春号」には、４月から７月までに行
われる記念事業などを掲載。市主催・共催事業
のほか、市民グループや企業などが企画した事
業もお知らせしています。
問長岡市制100周年記念事業実行委員会（企画課
内）39・2204

トピック

4
トピック

4

ナッちゃんのバスが
１年間、市内を走ります！

トピック

1
トピック

1

平成４年・小国地域

もっと詳しく

長岡市政の歩みを

知りたい人には

この本がお薦め！

♪

新しい市歌
「笑顔いきいき」が

市のホームページから
ダウンロードできます

市のホームページのトップ
ページからどうぞ。
問企画課39・2204

新しい市歌
「笑顔いきいき」が

市のホームページから
ダウンロードできます

市のホームページのトップ
ページからどうぞ。
問企画課39・2204

トピック

3
トピック

3
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①
悠
久
山
桜
ま
つ
り

約
２
、５
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇

る
悠
久
山
公
園
（
御
山
町
）
の
桜

ま
つ
り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
４
月
14
日

～
５
月
５
日



問
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会

32
・
１
１
８
７
、
観

光
課

39
・
２
２
２
１

◇
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
ち
ょ
う
ち
ん
点
灯
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
10
時
30
分

（
自
由
広
場
周
辺
は
午
後
10
時
ま

で
）

◇
神
輿
渡
御

み
こ
し
と
ぎ
ょ

長
岡
市
神
輿
連
絡
協
議
会
に
よ

る
威
勢
の
良
い

神
輿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
23

日

午
後
１
時

30
分
か
ら
（
天

候
に
よ
り
変
更

あ
り
）

◇
交
通
機
関
利
用
案
内

震
災
の
影
響
で
、
会
場
の
駐
車

場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
は
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
発
車
場
所
案
内
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡

駅
東
口
１
・
２
番
線
（
悠
久
山
行

き
乗
車
、
越
後
交
通
㈱
東
長
岡
営

業
所
下
車
）
と
同
６
番
線
（
栖
吉

行
き
乗
車
、
御
山
町
バ
ス
停
下
車
）

◇
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無
料
）

車
で
お
出
か
け
の
際
は
、
市
営

ス
キ
ー
場
（
栖
吉
町
）
の
臨
時
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
駐
車
場
（
市
営
ス
キ
ー
場

駐
車
場
）
か
ら
悠
久
山
ひ
ょ
う
た

ん
池
脇
ま
で
、
無
料
で
送
迎
し
ま

す
（
所
要
時
間
約
５
分
）。

運
行
日
＝
４
月
15
日

・
16
日


・
22
日

・
23
日


運
行
時
間

＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
随

時
）

☆
お
願
い
☆

ご
み
箱
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み

の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を
！

新新・・長長岡岡市市のの桜桜のの名名所所へへ
おお花花見見にに行行ここうう！！

～～そそのの１１～～
悠悠久久山山桜桜ままつつりりとと長長岡岡地地域域のの桜桜のの名名所所紹紹介介

新
・
長
岡
市
の
「
桜
ま
つ
り
」
と
各
地
域
の
「
桜
の
名
所
」

を
紹
介
し
ま
す
。
春
本
番
！
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
、
花
見

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

会会場場案案内内図図
※会場までのアクセス図は
左のページをご覧ください。

特集２特集２
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特集２ お花見に行こう！

③信濃川桜づつみ
長岡大橋付近の信濃川左岸堤防上

（県立近代美術館から日赤病院東側

まで）には、約１キロメートルの間

におよそ150本のソメイヨシノの桜並

木があります。

さわやかな春風を感じながら、散

歩やウォーキングをぜひどうぞ。

②福島江の桜
大正13年春、駒野廣治

さんがたった１人で福島

江沿いの約１キロメート

ル（睦橋（台町１）から

弁天橋（福住３）まで）

に植えた400本を超える桜

が、現在「福島江の桜」

として、市民に親しまれ

ています。夜桜もお薦め

です。

お知らせ
桜の開花時期は、道路の混雑

が予想されるため、一部区間を

駐車禁止にします。

期間＝４月１日～30日

区間＝今朝白橋～福栄橋の間

⑥香林寺のしだれ桜

上杉謙信の母の死を

弔うため、香林寺（雲

出町）が建立された天

正４年（1576）に植え

られたと言われていま

す。

樹高約20メートルの

一重のしだれ桜は400年

以上の樹齢を誇り、市

の文化財に指定されて

います。

⑤今宮公園の桜
市内には、美しい桜を見ることができ

る公園もたくさんあります。

美しい桜の木々に囲まれている今宮公

園（今井３）には、らせん状のすべり台

などの大型

遊具や芝生

広場、遊歩

道があり、

子どもから

お年寄りま

で楽しむこ

とができま

す。

④柿川の桜

中心市街地を流れる柿川沿いにアト

リウム長岡（弓町１）から柳原分庁舎

（柳原町）付近まで桜並木が続きます。

※ミニ情報 長岡地域では、ほかにも寿ごみ焼却場（寿３）周辺などで見事な桜を見ることができます。
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⑦
栃
尾

し
だ
れ
桜
祭
り

日
時
＝
４
月
23
日

午
前
11
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
栗
山
沢
集
落

内
桜
広
場

樹
齢
約
１
０
０
年
の
市
の
天
然

記
念
物
の
桜
の
下
で
、
ミ
ス
し
だ

れ
桜
コ
ン
テ
ス
ト
や
演
芸
会
を
開

催
し
ま
す
。

野
菜
の
即
売
、
あ
ぶ
ら
げ
焼
き
、

う
ど
ん
・
そ
ば
な
ど
の
屋
台
も
出

店
し
ま
す
。

◇
ミ
ス
し
だ
れ
桜

募
集

対
象
＝
18
歳
以
上

の
未
婚
の
女
性
で

栃
尾
地
域
の
観
光

Ｐ
Ｒ
に
１
年
間
協

力
で
き
る
人

◇

◇

申
・
問
４
月
14
日

ま
で
に

栃
尾
観
光
協
会

51
・
１
１

９
５
へ

～～そそのの２２～～
栃栃尾尾「「ししだだれれ桜桜祭祭りり」」とと合合併併ししたた地地域域のの桜桜のの名名所所紹紹介介

栃尾地域

⑧秋葉公園の桜
上杉謙信公銅像

の周囲に植えられ

た桜は、謙信公を

やさしく見守って

います。

越路地域 ⑨越路河川公園と

信濃川堤防上の桜

公園内の池には、まちの人たちに愛された旧越路橋の一部が移設されて

います。この橋を美しい自然と共に後世に残していこうと、公園と隣の信

濃川の堤防上には、

地域の人がオーナ

ーとなって約200本

の桜が植えられて

います。

中越大震災の影響により、山古志地域
の施設などは当分の間使用できません。
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特集２ お花見に行こう！

▲高速船「あいびす」
で寺泊から佐渡まで
わずか１時間！

若
手
の
洋
菓
子
作
り
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
原
田
香
織
さ
ん

が
準
優
勝

二
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た

「
第
十
二
回
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
製
菓

技
術
者
コ
ン
ク
ー
ル
」（
世
界
洋
菓

子
連
盟
主
催
）
で
、
中
之
島
地
域

在
住
で
製
菓
専
門
学
校
職
員
の
原

田
香
織
さ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
二
十
五
歳

未
満
の
菓
子
職
人
を
対
象
と
し
た

大
会
で
、
今
年
は
九
カ
国
か
ら
十

六
人
が
参
加
。
二
日
間
で
六
種
類

の
菓
子
を
制
作
し
て
、
そ
の
出
来

栄
え
を
競
い
ま
し
た
。
原
田
さ
ん

は
昨
年
夏
の
国
内
予
選
で
優
勝
し
、

出
場
し
ま
し
た
。

森
市
長
へ
の
報
告
会
で
「
受
賞

は
大
勢
の
み
な
さ
ん
が
支
え
て
く

れ
た
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。


森
市
長
に
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

を
報
告
す
る
原
田
さ
ん
（
三
月
十

三
日
・
市
役
所
）

中之島地域

⑩信濃川万本桜
与板橋下流から大河津

分水路までの約６キロメ

ートルの信濃川右岸道路

（工事のため中之島中条

地内で一部通行止めあり）には、約1,000本のソメイヨシ

ノが植えられています。晴れた日には、弥彦山の眺望と

咲きほこる美しい桜を一度に楽しむことができます。

和島地域

⑪樹齢300年の

しだれ桜
和島地域の荒巻には、

樹齢300年ともいわれる

見事なしだれ桜があり、

そこを通る人を感動さ

せてくれます（個人所

有の桜です。観賞時はマナーを守りましょう）。

与板地域 ⑫河川緑地たちばな公園（東与板）の桜

子どもたちに大人気の大型遊具や噴水、時計台などが

ある約61,000平方メートルの広大な園内に、約330本の桜があります。

小国地域

⑬石川峠の桜
桜並木は、小国町と柏

崎市を結ぶ「石川峠」の

頂上付近にあります。遅

咲きの桜は毎年、峠を越

える人の心を和ませてく

れます。また、峠の頂上まで登ると日本海を一望するこ

ともできます。
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与
板
地
域
で
活
躍
す
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ

Ｐ
（
散
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
）
隊
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。Ｓ

Ｐ
隊
は
、
登
下
校
中
の
子
ど
も
の
安
全
を

守
ろ
う
と
、
与
板
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な

り
、
家
庭
と
地
域
お
よ
び
学
校
が
連
携
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
黄
色
い

蛍
光
色
の
ロ
ゴ
入
り
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を

着
用
し
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
マ
ー
ク
を
自
転
車

や
自
動
車
に
付
け
た
り
し
て
、
見
守
り
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

隊
の
発
足
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
に
な
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
お
年
寄
り
が
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
下
校
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り

す
る
光
景
も
見
ら
れ
、
慈
し
み
の
ま
な
ざ
し
は

地
域
に
着
実
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

中
之
島
地
域
で
は
中
高
年
の
女
性
を
中
心
に
、
銭
太
鼓
が
盛

ん
で
す
。
銭
太
鼓
と
は
、
五
円
玉
の
入
っ
た
紅
白
の
バ
チ
を
使

い
、
中
之
島
音
頭
な
ど
に
合
わ
せ
て
手
踊
り
を
す
る
も
の
で
、

健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
よ
う
と
始
ま
り

ま
し
た
。
月
一
回
行
わ
れ

る
練
習
に
は
、
毎
回
約
百

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

練
習
に
参
加
し
て
い
る

若
月
リ
ツ
さ
ん
は
「
毎
月

の
練
習
日
が
楽
し
み
で
す
。

近
所
の
人
と
別
の
日
に
も

練
習
し
た
り
し
て
、
張
り

合
い
が
あ
り
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

中之島

健
康
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
役

み
ん
な
で
華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き

▲イベントへの出演も多く、練習
に熱が入ります。

三
月
五
日
、
寺
泊
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
寺
泊
伝
承
芸
能
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
六
つ
の
芸
能
団
体
が
出

演
し
、
古
く
か
ら
寺

泊
地
域
に
伝
わ
る
歌

や
舞
の
数
々
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、

越
後
の
伝
統
芸
能
「
ご

ぜ
唄
」
の
特
別
公
演

も
行
わ
れ
、
地
域
文

化
を
伝
え
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

寺 泊

地
域
の
文
化
を
守
り
育
て
る

寺
泊
伝
承
芸
能
の
つ
ど
い

▲天照大神の岩戸開きを題材にした神楽
「岩戸舞」の一場面。

与

板

みんなで散歩（Ｓ）パトロール（Ｐ）！

地域で注ぐ慈
いつく

しみのまなざし

三
月
十
九
日
、
守
門
岳
大
雪
庇
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
守
門
岳
の
山
頂
付
近
は
、
雪
が
風
に
よ
っ
て
庇

ひ
さ
し

の

よ
う
に
せ
り
出
し
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
る
大
雪
庇
を
形
成
し
ま

す
。
こ
の
大
雪
庇
か
ら
眼
下
に
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ
を
一
目
見

よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
濃
い
霧
に
阻
ま

れ
山
頂
ま
で
行
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
者
た
ち
は
雪
に
覆
わ

れ
た
ブ
ナ
林
を
進
み
な
が

ら
、
大
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー

は
四
月
に
も
行
わ
れ
ま
す
。

栃 尾

山
頂
を
目
指
せ
！

守
門
岳
大
雪
庇

せ
っ
ぴ

ツ
ア
ー
を
開
催

▲一歩一歩踏みしめながら山頂を目
指す参加者たち。

平
成
十
七
年
度
を
も
っ
て
五
十
五
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
塚
山

中
学
校
で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
二
十
一
人
が
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
お
別
れ
会
で
は
「
互
い
の
心
を
歌
に
の
せ

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
卒
業

生
は
三
年
間
の
思
い
出
を
、

在
校
生
は
感
謝
の
気
持
ち

を
歌
に
込
め
て
、
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

こ
の
四
月
か
ら
塚
山
中

学
校
の
伝
統
と
校
風
は
、

越
路
中
学
校
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。

越 路

未
来
に
向
か
っ
て
は
ば
た
く

塚
山
中
学
校
最
後
の
巣
立
ち▲卒業生は塚中で過ごした日々

を心に刻み歌いました。

▲おそろいのウインドブレーカーを着て、子どもたちを温かく
見守ります。
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二
月
二
十
六
日
、
お
ぐ
に
運
動
公
園
特
設
会
場
で
「
お
ぐ
に

雪
ま
つ
り
・
雪
上
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
雪
原
に
造
ら
れ
た
起
伏
の
あ
る
特
設
コ
ー
ス

で
制
限
時
間
内
に
何
周
で
き
る
か
を
競
う
、
全
国
で
も
珍
し
い

バ
イ
ク
レ
ー
ス
で
、
今
年
で
十
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
小
学
生
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
熟
年
ラ
イ
ダ
ー
ま
で
約
百
四

十
人
が
参
加
し
、

時
折
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
悪

天
候
の
中
、
寒

さ
を
吹
き
飛
ば

す
白
熱
し
た
レ

ー
ス
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

小 国

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

雪
原
の
サ
ー
キ
ッ
ト
を
疾
走▲コーナーを駆け抜けるラ

イダーたち。

三
月
十
日
、
山
古
志
小
学
校
の
四
年
生
と
六

年
生
が
総
合
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
創
作

し
た
劇
が
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。

四
年
生
は
山
古
志
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、

郷
土
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
ろ
う
を

テ
ー
マ
に
「
涙
よ
か
が
や
け
！
中
山
隧
道
」
を
、

六
年
生
は
、
中
越
大
震
災
後
の
旧
山
古
志
村
民

の
頑
張
り
や
、
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
へ
の

感
謝
を
テ
ー
マ
に
「
山
古
志
で
の
地
震
の
記
録

か
ら

山
古
志
復
興
へ
の
道
」
を
熱
演
し
ま
し

た
。舞

台
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
総
合
学
習
を
通

じ
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
体
全
体
で
の
び
の
び
と
表
現
。

会
場
に
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
保
護
者
や
地
域

の
人
た
ち
か
ら
、
感
動
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

今
年
で
開
園
十
周
年
を
迎
え
た
雪
国
植
物
園
が
、
三
月
十
八

日
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー
プ
ン
を
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
の
一

週
間
前
に
は
、
植
物
園
の
管
理
運
営
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
が
、
遊
歩
道
の
除
雪
や
枝
拾
い
な
ど
、
開
園
の
準
備
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

「
里
山
は
人
の
手
を

か
け
て
や
ら
な
い
と
す

ぐ
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
同
園
園
長
の
大

原
久
治
さ
ん
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
人
ひ
と
り
の

力
が
植
物
園
を
支
え
る

大
き
な
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

長 岡

雪
国
植
物
園
オ
ー
プ
ン

里
山
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▲作業の打ち合わせをするボラン
ティアのみなさん。

山
古
志

総合学習発表会

先人や震災から学んだもの

二
月
二
十
三
日
、
み
し
ま
会
館
で
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ニ
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
長
岡
地
域
の
十
日
町
地
区
と
柏
崎
市
別
山
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
両
地
区
の
住

民
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営

さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
紹
介
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
会
で
は
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
、「
地
域
の
行

事
に
住
民
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
が
印
象

的
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

三
月
五
日
、
第
十
二
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
和

島
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
男
女
混
合
で
編
成
さ
れ
た
地
域
の
八
チ

ー
ム
と
北
辰
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
参
加
。
二
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
総
当
た
り
で
行
わ

れ
た
試
合
で
は
、
好
プ
レ

ー
珍
プ
レ
ー
に
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
の
末
、
優
勝
の
栄

冠
を
獲
得
し
た
の
は
、
若

さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
北

辰
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
Ａ
（
二
年
生
チ
ー
ム
）

で
し
た
。

三 島

三
島
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

ミ
ニ
学
習
会
を
開
催

和 島

好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
続
出

熱
戦
！
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲４年生による「涙よかがやけ！中山隧道」で、自分たちでト
ンネルを掘ることを決意する場面。

▲参加者は、地域を元気にするコ
ツを学んでいました。

▲試合が進むにつれ、お互いの掛け
声も次第に熱を帯びてきました。
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市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
月
の
市
政
だ
よ
り

と
同
時
に
配
布
の
「
イ
ベ
ン
ト
ガ

イ
ド
春
号
」
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
長
岡
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
（
企
画
課
内
）


39
・
２
２
０
４

●
～
神
戸
か
ら
の
エ
ー
ル
～

う
た
の
か
け
は
し
ゴ
ス
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
in
長
岡
（
無
料
）

「
震
災
復
興
に
向
け
て
が
ん
ば

っ
て
い
る
長
岡
市
民
に
元
気
な
ゴ

ス
ペ
ル
の
歌
を
届
け
た
い
！
」
と

神
戸
の
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
29
日

午
後
２
時
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

会
場
＝
青

葉
台
小
学
校
体
育
館

出
演
＝

S
p
iritu

al
V
oices

（
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ボ
イ
セ
ス
）
ほ
か

●
大
竹
邸
記
念
館
が
再
開（
無
料
）

大
河
津
分
水
路
の
実
現
な
ど
治

水
事
業
に
尽
力
し
た
大
竹
貫
一
の

遺
品
や
記
録
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
館
日
＝
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜

日
、
第
２
日
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
４
月
25
日

…

生
け
花
②
４
月
30
日

…
絶
品
そ

ば
打
ち

時
間
＝
①
午
前
10
時
～

正
午
②
午
前
９
時
～
正
午

定
員

＝
①
20
人
②
10
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
①
５
０
０
円
②
８
０
０
円

（
い
ず
れ
も
延
命
の
湯
「
養
楽
館
」

入
館
料
含
む
）

申
各
開
催
日
の

５
日
前
ま
で
に
電
話
で
（
水
曜
日

休
館
）

●
「
小
国
芸
術
村
会
館
復
興
記
念
」

～
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
紙
の
里
か
ら

越
後
の
紙
の
里
へ
～
（
無
料
）

小
国
紙
の
里
・
山
野
田
地
区
の

復
興
を
願
い
、
ネ
パ
ー
ル
の
紙
を

糸
状
に
し
て
織
り
上
げ
た
「
紙し

布ふ

」

の
創
作
品
と
、
紙
の
美
術
博
物
館

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
震
災
後
も

同
地
区
で
創
作
活
動
を
続
け
る
坂

本
直
昭
さ
ん
の
作
品
を
展
示
。

４
月
29
日

・
30
日

に
は
「
紙

布
」
の
第
一
人
者
デ
ィ
パ
ッ
ク
・

シ
ェ
レ
ス
タ
さ
ん
に
よ
る
実
演
を

行
い
ま
す
（
ネ
パ
ー
ル
茶
の
サ
ー

ビ
ス
あ
り
）。

期
間
＝
４
月
29
日

～
５
月
14
日



時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５

時

会
場
＝
小
国
芸
術
村
会
館

山
古
志
支
所
産
業
課


46
・
１
５
０
４

中
之
島
支
所
産
業
課


61
・
２
０
１
１

養
楽
館


95
・
３
１
６
１

教
育
委
員
会
小
国
分
室


95
・
５
９
１
１

▲紙の原料「ロク
タ」を運ぶネパー
ルの青年

▲震災復旧工事を終えた
大竹邸記念館

震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

●
被
災
住
宅
解
体
廃
棄
物
の

運
搬
処
理
制
度
の
適
用
期
限

が
延
長
さ
れ
ま
し
た

中
越
大
震
災
で
住
宅
に
半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
た
人
が
住
宅
を

解
体
や
修
繕
す
る
時
に
発
生
す
る

廃
棄
物
の
運
搬
処
理
制
度
の
適
用

期
限
を
12
月
30
日

ま
で
延
長
し

ま
す
。

対
象
は
長
岡
地
域
、
越
路
地
域
、

山
古
志
地
域
、
小
国
地
域
、
栃
尾

地
域
で
す
。

問
環
境
施
設
課

24
・
２
８
３
８
、

越
路
支
所
市
民
生
活
課

92
・
５

９
０
５
、
山
古
志
支
所
市
民
生
活

課

46
・
１
５
０
２
、
小
国
支
所

市
民
生
活
課

95
・
５
９
０
１
、

栃
尾
支
所
環
境
衛
生
課

53
・
２

４
７
７

●
融
雪
災
害
に
ご
注
意
を

中
越
大
震
災
と
今
冬
の
豪
雪
の

影
響
で
、
雪
解
け
水
に
よ
る
雪
崩
、

土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。ハ

イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
な
ど

で
山
間
地
に
入
る
場
合
は
、
災
害

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
防
災
課
内
長
岡
市
雪

害
対
策
本
部
事
務
局

39
・
２
２

６
２

木造住宅の耐震診断費を助成しています
【助成対象者】
次の①～⑤の条件をすべてを満たす木造住宅を所

有する人
①昭和55年以前に建築されたもの
②壁、柱、床、屋根など主要構造部分が木造のもの
③一戸建ての住宅であるもの
④住宅として利用されているもの（併用住宅を含む）
⑤過去に耐震診断費の助成を受けていないもの
【助成額】
診断費用から自己負担額（１万円）を差し引いた

金額

表中の「診断費用」は、新潟県建築設計事務所協会
中越支部との協定金額です。

申・問都市開発課39・2226

延べ床面積 診断費用 自己負担額 助成金額
（限度額）

70㎡以下 70,000円 10,000円 60,000円

70㎡を超え
175㎡以下 80,000円 10,000円 70,000円

175㎡超 100,000円 10,000円 90,000円
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●
「
館
所
蔵
品
展
」
開
催
中

長
岡
市
ゆ
か
り
の
画
家
・
椿
悦え

つ

至し

が
描
い
た
油
彩
画
「
信
濃
川
」

の
ほ
か
、
書
や
陶
磁
器
な
ど
美
術

館
が
所
蔵
す
る
27
点
を
展
示
。

ま
た
、
同
時
開
催
中
の
新
潟
県

中
越
大
震
災
復
興
支
援
移
動
展
「
震

度
７
そ
れ
で
も
わ
が
大
地
を
愛
す
」

で
は
、
原
田
泰
治
さ
ん
や
早
津
剛

さ
ん
な
ど
４
人
の
作
家
の
絵
や
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
６
月
18
日

ま
で

時
間

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜

日
休
館
）

入
館
料
＝
大
人
２
０

０
円
、
高
校
・
大
学
生
１
５
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

●
海
を
見
渡
せ
る
キ
ャ
ン
プ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

海
と
山
の
両
方
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
海
ま

で
は
歩
い
て
約
５
分
で
す
。

設
備
（
有
料
）
＝
電
源
付
き
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
釣
り
場
な
ど

期

間
＝
４
月

28
日

～

10
月
22
日



申
希

望
日
の
２

カ
月
前
か

ら

●
手
づ
く
り
う
ど
ん
講
座

日
時
＝
４
月
22
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時

参
加
料
＝
２
０

０
円

定
員
＝
20
人（
抽
選
）

申

４
月
10
日
（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に「
う
ど

ん
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４

０
―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ

●
４
月
３
日

～
５
月
５
日

は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す

郷
土
史
料
館
（
悠
久
山
公
園
内
）

は
、
悠
久
山
桜
ま
つ
り
と
連
休
の

期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

河
井
継
之
助
、
小
林
虎
三
郎
、

山
本
五
十
六
に
関
す
る
資
料
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
最
上
階

か
ら
は
長
岡
の
市
街
地
を
一
望
で

き
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
午
後
４
時
30
分
こ
ろ
ま
で
に

入
館
く
だ
さ
い
）

入
館
料
＝
大

人
３
０
０
円
、
高
校
生
・
障
害
者

手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
と
介
助

者
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５

０
円
（
い
ず
れ
も
、
20
人
以
上
は

団
体
割
引
あ
り
）


成
人
式

５
月
３
日

に
開
催
す
る
成
人

式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
61

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
（
対

象
者
に
は
４
月
中
旬
に
案
内
状
を

発
送
。
市
外
に
転
出
し
た
人
で
出

席
を
希
望
す
る
人
は
、
各
地
域
の

教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
）

問
長
岡
地
域
…
生
涯
学
習

課

32
・
５
１
１
０
、
越
路
地
域

…
教
育
委
員
会
越
路
分
室

92
・

５
９
１
０
、
小
国
地
域
…
教
育
委

員
会
小
国
分
室

95
・
５
９
１
１


子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

～
楽
し
さ
・
体
験
・
交
流
を
！
～

日
時
＝
４
月
29
日

午
前
９
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
市
営
ス
キ
ー

場

対
象
＝
小
学
生
、
保
護
者
、

参
加
団
体
関
係
者

内
容
＝
フ
ォ

ト
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
、
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
わ
ん
ぱ
く
鍋
な

ど

参
加
料
＝
４
０
０
円

申
４

月
７
日

ま
で
に
各
子
ど
も
会
へ

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
手
話
入
門
講
座
）

手
話
奉
仕
員
を
目
指
す
初
心
者

を
対
象
に
、
厚
生
労
働
省
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
講
義
、
実
技

指
導
を
行
い
ま
す
。

コ
ー
ス
と
日
時
＝
①
昼
の
部
…
５

月
19
日
～
11
月
24
日
の
金
曜
日
午

後
１
時
～
２
時
30
分
②
夜
の
部
…

５
月
16
日
～
11
月
21
日
の
火
曜
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

参
加
料

＝
５
、７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・
ビ

デ
オ
代
）

会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

定
員
＝
①
②
各
30
人

（
抽
選
）

申
５
月
10
日

ま
で

に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
昼
夜

の
区
別
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
参
加
の
動
機

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
８
５
０

１
（
住
所
記
入
不
要
）
長
岡
市
福

祉
相
談
課
へ


バ
ン
ベ
ル
ク
音
楽
学
校
生
徒
に

よ
る
弦
楽
演
奏
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
14
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

演
目
＝
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
・
喜
遊
曲
第
３
ヘ
長

調
ほ
か

申
４
月
10
日

か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
１
階
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
「
地
球
広
場
」
で
入
場
整
理

券
を
配
布
（
先
着
）

問

長
岡

市
国
際
交
流
協
会

39
・
２
７
１

４
へ


平
成
18
年
度

第
１
期
日
本
語
講
座

外
国
籍
の
市
民
を
対
象
と
し
た

初
歩
の
日
本
語
講
座
で
す
。

期
間
＝
４
月
～
９
月

日
時
＝
①

午
前
ク
ラ
ス
１
…
火
・
金
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
②
午
前

ク
ラ
ス
２
…
火
・
金
曜
日
午
前
11

時
～
正
午
③
夜
ク
ラ
ス
１
…
月
曜

日
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分
④

夜
ク
ラ
ス
２
…
月
曜
日
午
後
７
時

35
分
～
８
時
35
分
⑤
日
曜
ク
ラ
ス

…
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
４
会
議
室

料
金
＝
１
回
３
０

０
円
（
１
カ
月
分
を
月
初
め
に
）

申

長
岡
市
国
際
交
流
協
会

39

・
２
７
１
４
へ

●
羊
の
散
髪
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
４
月
29
日

、
５
月
５
日


の
午
前
11
時
と
午
後
１
時
30
分

か
ら
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
東

山
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン

ド
・
ポ
ニ

ー
広
場

栃
尾
美
術
館


53
・
６
３
０
０

和
島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場


74
・
３
０
１
０

生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０


32
・
０
５
８
７

福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８


32
・
０
１
６
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

市
営
牧
場


33
・
４
４
１
８

国
際
文
化
課

39
・
２
２
５
１

小
国

地
域

越
路

地
域

長
岡

地
域

地
域

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

午
前
10
時

～
正
午

午
前
11
時

～
11
時
45
分

時

間

小
国
会
館

越
路
体
育
館

市
立
劇
場

会

場

郷
土
史
料
館


35
・
０
１
８
５

◆
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
営
牧
場
の
牛
ふ
ん
堆
肥

「
元
気
君
」
を
１
袋
（
５
㎏
）
２

０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
畑

や
花
壇
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
参

加
無
料
で
す
。

申
し
込
み
方
法
の
記
載
の
な
い

も
の
は
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
４
月
12
日

午
前
10
時

～
11
時
30
分

内
容
＝
斉
藤
洋

作
「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ

テ
ナ
」

会
場
＝
講
座
室
１


読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
４
月
28
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
三
浦
綾
子
著

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
革
命
」

会
場

・
問
互
尊
文
庫

35
・
７
９
８
１


こ
ど
も
読
書
週
間

４
月
23
日

は
「
子
ど
も
読
書

の
日
」。
こ
の
日
か
ら
５
月
12
日


ま
で
の
子
ど
も
読
書
週
間
に
、
図

書
館
で
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行

い
ま
す
。

①
子
ど
も
一
日
図
書
館
員

場
所
と
日
時
＝
中
央
図
書
館
…
５

月
３
日

～
５
日

の
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

各
地
域
図
書

館
（
互
尊
文
庫
、
西
、
南
、
北
、

中
之
島
）
…
５
月
６
日

午
後
２

時
～
４
時

内
容
＝
図
書
館
の
施

設
見
学
、
書
架
整
理
、
窓
口
業
務
、

本
の
装
備
、
お
は
な
し
会
な
ど

対
象
＝
市
内
の
小

学
５
・
６
年
生

定
員
＝
各
15
人
程

度
（
先
着
）

申

各
学
校
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
て
希
望
す
る
図
書

館
へ
持
参
ま
た
は
中
央
図
書
館
へ

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
（
４
月
11
日


か
ら
受
け
付
け
）

②
中
央
図
書
館

「
１
日
中
お
た
の
し
み
会
」

日
時
＝
４
月
29
日

午
前
10
時
～

午
後
５
時

会
場
＝
児
童
コ
ー
ナ

ー
お
は
な
し
の
へ
や

内
容
＝
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
簡

単
な
工
作
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

③
互
尊
文
庫
「
お
は
な
し
き
か
せ

て
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

日
時
＝
４
月
23
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
互
尊
文
庫
３
階
集
会

室

対
象
＝
幼
児
と
保
護
者

内

容
＝
絵
本
・
紙
芝
居
の
上
演
、
工

作④
北
地
域
図
書
館

せ
き
も
と
先
生
の
わ
く
わ
く

実
験
教
室
⑦
「
空
気
と
水
」

日
時
＝
５
月
７
日

午
後
２
時
～

４
時

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝

15
人
（
先
着
）

内
容
＝
空
気
の

不
思
議
な
力
に
つ
い
て
の
実
験

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
参
加
料
を
添
え
て
直
接

北
地
域
図
書
館
の
窓
口
へ
ま
た
は


22
・
７
１
０
０
で
（
４
月
10
日


か
ら
受
け
付
け
）


栃
尾
地
域
図
書
館

「
え
ほ
ん
の
へ
や
」

日
時
＝
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
前
10
時
～
11
時

会
場
＝
栃
尾

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

内
容

＝
紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

問
栃
尾
地
域
図
書
館

53

・
３
０
０
５

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

自動車文庫「米百俵号」が巡回します 問中央図書館32・0658

近くに図書館がない地域を、自動車文庫「米百俵号」が巡回して本を貸し出します。
車内には、絵本や新刊など約2,500冊の本を用意しています。
巡回ステーション（貸出場所）がわからない場合は、中央図書館におたずねください。
また、貸出カードのない人は当日作ることができます。保険証や免許証などをお持ちください。

コ
ー
ス

巡回ステーション（貸出場所）
巡 回 日

１ ２ ３ ４ ５

１

９：30
左近町

（連合町内会
公民館）

10：30
下条町

（下条東公園）

11：10
高町２丁目

（高町北公園）

13：30
希望が丘２丁目
（市営住宅）

14：30
下柳２丁目

（上川西コミュニ
ティセンター）

４/11・25、６/１・15、
８/１・15、９/13・28、
10/13・27、１/16・30、
３/１

２
９：30
長峰町

（白樫宅前）

10：30
西津町

（希望が丘コミュ
ニティセンター）

13：40
南新保町

（松原宅前）

14：20
福道町

（福戸小学校）

４/12・26、６/２・16、
８/２・16・30、９/14・
29、10/17、11/21、１/17、
２/１、３/２

３

９：30
福井町

（新組コミュニティ
センター）

10：30
高見１丁目
（諏訪神社）

11：10
石内２丁目

（長岡みのり
幼稚園）

13：15
桂町

（桂小学校）

14：30
浦瀬町

（Ａコープ跡地）

４/13・27、６/６・20、
８/３・17、９/１・９/15、
10/３・18、11/22、１/18、
２/２、３/６

４
９：30
芹川町

（金山組脇）

10：30
槇山町

（伊藤宅前）

11：10
寿２丁目
（双葉寮）

13：30
下山２丁目
（金井宅脇）

14：30
大積町１丁目

（大積コミュニティ
センター）

４/14・28、６/７・21、
８/４・18、９/５・20、
10/４・19、11/24、１/19、
２/６、３/７

５
９：30
深沢町

（深沢駅跡地）

10：20
上除町

（上除保育園）

13：30
関原町２丁目
（関原小学校）

14：30
青葉台４丁目

（青葉台小学校）

４/18、５/２、６/８・22、
８/８・22、９/６・21、
10/５・20、11/28、１/23、
２/７、３/８

６
10：00

浦
（こしじ保育園）

13：30
小国町新町

（小国公民館）

４/19、５/25、６/９・23、
８/９・23、９/７・22、
10/６・24、11/29、１/24、
２/８、３/９

７
10：00
吉 崎

（三島体育センター）

13：50
高野 町

（改善センター）

14：20
花井 町

（下川西保育園）

４/20、５/26、６/13・27、
８/10・24、９/８・26、
10/11・25、12/22、
１/25、２/９、３/13

８

９：30
十日町

（十日町コミュニ
ティセンター）

10：20
滝谷町

（集落センター）

11：00
中潟町

（六日市コミュニ
ティセンター）

13：40
陽光台４丁目
（仮設住宅）

14：30
宮本町１丁目
（宮本小学校）

４/21、５/30、６/14、28、
８/11・25、９/12・27、
10/12・26、12/26、１/26、
２/14、３/14
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中
之
島
地
域
図
書
館
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
Ｃ
Ｄ

の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
（
中

央
図
書
館
で
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

問
中
之
島
地
域
図
書
館

66
・
２

１
６
５

●
古
文
書
解
読
講
座

初
心
者
を
対
象
に
、
テ
キ
ス
ト

「
古
文
書
に
見
る
長
岡
の
す
が
た

五
」
で
江
戸
時
代
の
郷
土
の
歴
史

を
ひ
も
と
き
ま
す
。

日
時
＝
５
月
11
日
～
10
月
24
日
の

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
30
分
（
計
12
回
）

会
場
＝
中

央
公
民
館

参
加
料
＝
２
、０
０
０

円

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

申

４
月
11
日

～
24
日



花
の
広
場
で
花
植
え
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
29
日

午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
花
の
広
場

持

ち
物
＝
移
植
ご
て

問
当
日
は
千

秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ

ム

29
・
５
７
５
７


花
と
緑
の
教
室

①
春
ま
き
草
花
の
種
ま
き
と

育
て
方

日
時
＝
４
月
29
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

講
師

＝
緑
花
推
進
指
導
員
・
小
林
正
夫

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

持

ち
物
＝
筆
記
用
具

申
４
月
20
日


ま
で
（
締
め
切
り
後
に
受
講
を

取
り
消
す
場
合
、
材
料
を
買
い
取

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

②
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育
て
方

（
植
え
替
え
と
さ
し
木
）

（
無
料
）

日
時
＝
５
月
６
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第

一
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
園
芸
愛
好

家
・
関
矢
哲
男
さ
ん

定
員
＝
60

人
（
先
着
）

申
４
月
６
日

～

28
日



長
岡
駅
前
市
民
プ
ラ
ン
タ
ー

づ
く
り
（
無
料
）

木
製
の
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
で
キ

ン
ギ
ョ
ソ
ウ
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

花
が
ら
摘
み
や
切
り
戻
し
な
ど
の

管
理
の
仕
方
も
学
べ
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日

午
前
10
時
～

11
時
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）
と
６
月
・
９
月
・
11
月
に
各

１
回
（
計
４
回
）

集
合
＝
Ｊ
Ｒ

長
岡
駅
大
手
口
駅
前
広
場
（
壁
泉

前
）

定
員
＝
２
～
４
人
を
１
組

と
し
て
15
組
（
先
着
）

持
ち
物

＝
移
植
ご
て

申
４
月
10
日

～

28
日


時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０

文
書
資
料
室

36
・
７
８
３
２

m
on

jo@
n
ct9.n

e.jp

▲昨年の市民プラン
ターづくり

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


飾
り
ひ
ょ
う
た
ん
作
品
展

期
間
＝
４
月
12
日

～
17
日



光
寿
会

絵
画
・
写
真
展

期
間
＝
４
月
26
日

～
５
月
１
日

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）


39
・
２
７
１
４

●
「W

hat
is

モ
ギ
国
連
？
」

模
擬
国
連
に
参
加
し
た
長
岡
技

術
科
学
大
学
の
学
生
が
、
模
擬
国

連
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
23
日

午
後
２
時
～

４
時

会
場
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６

●
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
登
録
団
体
を

募
集
し
ま
す

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
は
、
女
性
も

男
性
も
共
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市
民
活

動
の
拠
点
で
す
。
学
習
会
や
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座

～
春
は
足
元
か
ら
～

「
正
し
い
靴
の
選
び
方
」

日
時
＝
４
月
26
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
３
０
３
会
議
室

定
員
＝
30
人

（
先
着
）

講
師
＝
サ
ト
ウ
靴
店

㈱
・
佐
藤
昭
雄
さ
ん

申
電
話
で

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５


こ
い
の
ぼ
り
を
作
っ
ち
ゃ
お
！

ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
４
月
26
日


午
前
10
時
30
分
か
ら
１
時
間
程

度

対
象
＝
１
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者

定
員
＝
25
組（
先
着
）

申
４
月
12
日

～
20
日



ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
描
き

タ
イ
ム

日
時
＝
４
月
12
日

・
19
日

の

午
前
11
時
か
ら
45
分
程
度

内
容

＝
簡
単
な
手
遊
び
や
体
操
な
ど


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
思
う

存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
13
日

・
18
日

・

27
日

の
い
ず
れ
も
午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度

対
象
＝
生
後
１

歳
未
満
の
乳
児
と
保
護
者


ミ
二
互
尊
文
庫
（
図
書
館
）
が

や
っ
て
く
る
！

図
書
館
の
お
勧
め
絵
本
・
育
児

書
な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
19
日

午
前
11
時
～

正
午

持
ち
物
＝
図
書
館
貸
出
カ

ー
ド（
カ
ー
ド
の
な
い
人
は
当
日
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
証
や

免
許
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）


子
育
て
相
談

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


春
美
会
い
け
ば
な
展

日
時
＝
４
月
14
日

～
16
日

午

前
10
時
～
午
後
５
時


福
島
江
桜
ま
つ
り

リ
ヤ
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

期
間
＝
４
月
18
日

～
５
月
７
日

 20


4/13


期
日

子
育
て
支
援
活
動

情
報

家
庭
内
の
困
り
ご

と

内
容

保
育
士

家
庭
児
童

相
談
員

担
当

雪国植物園46・0030へお出かけください
開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人400円 小学・中学・高校生50円
①春の山野草展示会 期間＝５月31日まで
②みどりの音楽会 日時＝４月29日午後１時から
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
高
齢
者
趣
味
の
教
室
追
加
募
集

期
間
＝
５
月
～
平
成
19
年
３
月

（
各
講
座
約
30
回
）

対
象
＝

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
で

「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」
の
ほ
か

の
講
座
を
受
講
し
て
い
な
い
人

募
集
人
員
＝
若
干
名
（
抽
選
）

参
加
料
＝
６
、０
０
０
円
（
教
材
費

別
）

時
間
＝
午
前
…
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
…
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

申
４
月
28
日

必

着
で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
希
望
の
講
座
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１
長
岡
市

中
央
公
民
館
へ


フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
柿
町
下
耕

地
）
利
用
者
追
加
募
集

貸
出
期
間
＝
１
年
（
開
園
期
間
は

４
月
下
旬
～
11
月
末
日
）

区
画

数
＝
20
区
画
程
度
（
先
着
）

利

用
料
＝
１
区
画
年
３
、０
０
０
円

申
４
月
17
日

か
ら
電
話
で

●
趣
味
創
作
・
健
康
づ
く
り
教
室

期
間
＝
５
月
～
７
月
（
盆
栽
教
室

は
５
月
～
10
月
。
８
月
は
休
み
）

申
４
月
11
日

～
16
日

に
電
話

ま
た
は
直
接

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。


大
人
の
た
め
の
初
心
者

水
泳
教
室

70
歳
未
満
の
泳
げ
な
い
人
を
対

象
に
ク
ロ
ー
ル
ま
で
を
マ
ス
タ
ー

す
る
教
室
で
す
。

日
時
＝
５
月
12
日
～
６
月
16
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
３
時
～
４
時

チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
（
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ
び
市
立
劇
場

で
は
、
郵
送
に
よ
る
販
売
も
行
い

ま
す
）。


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
、

長
岡
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
設
立
10
周
年
記
念
事
業

①
「
お
ー
い
幾き

多た

郎ろ
う

」
長
岡
公
演

出
演
者
募
集

市
民
参
加
型
の
演
劇
公
演
を
プ

ロ
の
俳
優
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
＝
５
月
14
日


稽
古
期
間
＝
７
月
１
日

か
ら
本

公
演
ま
で
ほ
ぼ
毎
日

応
募
資
格

＝
高
校
生
以
上
（
稽
古
に
ほ
ぼ
毎

日
参
加
で
き
る
人
）

選
考
課
題

＝
「
お
ー
い
幾
多
郎
」
台
本
よ
り

募
集
人
数
＝
８
人
（
経
験
不
問
）

審
査
員
＝
文
学
座
演
出
家
・
西
川

信
廣
さ
ん
、
文
学
座
俳
優
・
本
山

可
久
子
さ
ん
、
同
・
瀬
戸
口
郁
さ

ん
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
衛
紀
生

さ
ん

応
募
方
法
＝
４
月
30
日


必
着
で
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
・
全
身

写
真
と
と
も
に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
持
参
ま
た
は
郵
送

②
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演
「
勧
進
帳
」

日
時
＝
７
月
５
日

①
午
後
２
時

30
分
か
ら
②
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
６
、５
０
０
円
、

Ａ
席
５
、５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発

売
＝
４
月
22
日

か
ら

出
演
＝

松
本
幸
四
郎
、
市
川
染
五
郎
、
市

川
高
麗
蔵
ほ
か

青
少
年
招
待
＝
対
象
…
小
学
４
年

生
～
高
校
生

定
員
…
②
の
公
演

の
Ａ
席
50
人

申
４
月
22
日

～

５
月
６
日

必
着
で
、
多
数
の
場

合
は
抽
選
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
）


長
岡
少
年
少
女
合
唱
団
第
25
回

定
期
演
奏
会

日
時
＝
４
月
30
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

曲
目
＝

「
唱
歌
の
四
季
」
「
ち
い
ち
ゃ
ん

の
か
げ
お
く
り
」
ほ
か

料
金
＝

無
料
（
要
入
場
整
理
券
。
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
、
市
民
セ

ン
タ
ー
で
配
布
）


市
民
企
画
公
募
型
事
業

①
越
後
の
伝
統
芸
能

「
瞽
女

ご

ぜ

唄
～
小
林
ハ
ル
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」

日
時
＝
４
月
22
日

午
後
１
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー

内
容
＝
第
１
部
…
弁

天
様
の
ま
つ
り
・
妙
音
講
と
瞽
女

唄
公
演
、
第
２
部
…
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
瞽
女
と
瞽
女
唄
伝
承
」

コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
瞽
女
唄
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
長
・
鈴
木
昭
英
さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
川
野
楠
己
さ
ん
、

山
梨
大
学
教
授
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

グ
ロ
ー
マ
ー
さ
ん
、
新
潟
大
学
教

授
・
鈴
木
孝
庸
さ
ん

料
金
＝
１
、

０
０
０
円
（
全
席
自
由
。
発
売
中
）

②
フ
ォ
ー
レ
in
長
岡
２
０
０
６

合
唱
団
員
募
集

「
追
悼
の
想
い
」
を
テ
ー
マ
に

フ
ォ
ー
レ
の
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
の

合
唱
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

指
導
者
＝
佐
藤
秀
一
さ
ん

練
習

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
ま
た
は
市
立
劇
場

参

加
費
＝
３
、０
０
０
円
（
楽
譜
代
別
）

対
象
＝
高
校
生
以
上

演
奏
会
期

日
＝
８
月
19
日


申
５
月
31
日


ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
記

入
し
て
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ

中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡


36
・
７
２
０
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド


29
・
７
７
１
５

▲「勧進帳」を演じる松本幸四郎（右）と
市川染五郎

金 木 火 月 曜日
午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

時
間
帯

俳
句

書
道（
全
般
）

俳
句

盆
栽

盆
栽

籐
工
芸

詩
吟

（
神
風
流
）

民
踊

書
道（
全
般
）

編
み
物

（
手
編
み
）

民
踊

ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー

焼
物 講

座
名

中
央
公
民
館

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

中
央
公
民
館

厚
生
会
館

中
央
公
民
館

厚
生
会
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

会
場

太
極

拳 ダ
ン

ベ
ル

盆
栽

教
室

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時（
12
回
）

毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～
８

時
30
分（
12
回
）

毎
週
木
曜
日

午
後
６
時
30
分

～
８
時（
15
回
）

日
時

20人 25人 35人 定員
２
、０
０
０
円

２
、０
０
０
円

４
、０
０
０
円

参
加
料

18市政だより 2006.4

（
６
回
）

定
員
＝
20
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果

は
４
月
28
日

に
発
送
）

参
加

料
＝
２
、８
０
０
円
（
65
歳
以
上
の

人
は
２
、２
０
０
円
）

申
４
月
21

日

必
着
で
、
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
大
人
の
た
め
の
初
心

者
水
泳
教
室
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
〒
９
４
０
―
０
０
３
３
今

朝
白
１
の
１
の
１
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
へ


子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
16
日

午
後
２
時
20

分
～
３
時
10
分

内
容
＝
日
本
昔

ば
な
し
「
天
狗
の
羽
う
ち
わ

天

福
地
福
」
ほ
か
、
た
の
し
い
お
は

な
し
「
ラ
ー
メ
ン
て
ん
し
」
ほ
か


ギ
フ
チ
ョ
ウ
探
蝶
会

日
時
＝
４
月
23
日

午
前
10
時
～

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐

車
場

対
象
＝
小
学
生
以
上

持

ち
物
＝
採
集

用
具
、
筆
記

用
具
、
昼
食

参
加
料
＝
50

円

申
４
月

20
日

ま
で


野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
蓮
花
寺

周
辺
の
山
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

４
～
11
月
ま
で
毎
月
第
４
日
曜
日

に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
４
月
23
日

午
前
８
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
以
上

参
加
料
＝
50
円

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡

な
ど

申
４
月
20
日

ま
で


熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

『
昆
虫
道
場
』（
無
料
）

ふ
る
さ
と
長
岡
の
野
山
で
昆
虫

を
探
し
、
観
察
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
22
日

午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
３
０

２
教
室

内
容
＝
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
信
濃
川
河
川
敷
で
の
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
採
集

対
象
＝
小
・

中
学
生
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
採
集
用

具
、
筆
記
用
具


野
外
博
物
館

①
野
鳥
コ
ー
ス
（
無
料
）

長
生
橋
と
大
手
大
橋
の
間
に
定

点
を
設
け
、
１
年
を
通
し
て
観
察

し
ま
す
。

直
接
観
察
地
へ
ど
う
ぞ
。

開
館
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
11
時
（
雨
天
決
行
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

観
察

地
＝
信
濃
川
右
岸
堤
防
上
（
国
土

交
通
省
信
濃
川
河
川
事
務
所
裏
）

②
道
草
コ
ー
ス

市
街
地
の
気
軽
で
楽
し
い
植
物

観
察
会
で
す
。
偶
数
月
の
第
４
土

曜
日
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
４
月
22
日

午
前
９
時
～

正
午
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝

博
物
館
～
信
濃
川

集
合
＝
科
学

博
物
館
展
示
室
前

対
象
＝
小
学

生
以
上
（
小
学
校
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）

持
ち
物
＝
帽
子
、
筆

記
用
具

参
加
料
＝
50
円

申
４

月
20
日

ま
で

科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

●
４
月
１
日

～
６
月
18
日

は

休
ま
ず
開
園
し
ま
す

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
に
）

入
園
料
＝
大
人
４
０

０
円
、
小
・
中
学
生
80
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）。
ほ
か
に
駐
車
料
金

（
普
通
車
の
場
合
３
１
０
円
）
が

必
要

●
無
料
公
開
日

春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
に
ち

な
み
４
月
29
日

は
、
入
園
無
料

で
す
（
駐
車
料
金
は
有
料
）。

■
雪
割
草
群
生
の
開
花

４
月
中
旬
ま
で
、
約
５
万
株
の

雪
割
草
が
自
然
探
勝
路
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

○
雪
割
草
関
連
商
品
販
売

期
間
＝
４
月
９
日

ま
で

○
雪
割
草
紹
介
展
示

期
間
＝
４
月
16
日

ま
で

○
雪
割
草
屋
内
立
体
展
示

期
間
＝
４
月
16
日

ま
で

■
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

70
品
種
約
17

万
本
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
園
内

を
彩
り
ま
す
。

期
間
＝
４
月
22

日

～
５
月
７

日


○
押
し
花
教
室

し
お
り
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作

り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
３
日

～
５
日

午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

参
加

費
＝
１
０
０
～
６
０
０
円

○
し
ゅ
ん
こ
う
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵

教
室

和
紙
で
公
園
の
花
を
描
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
22
日

・
23
日

午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

参
加

費
＝
３
０
０
円

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

針
金
と
樹
脂
で
花
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
４
月
29
日

・
30
日

、

５
月
５
日

～
７
日

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

参
加
費
＝
３

０
０
～
８
０
０
円

○
和
紙
の
花
あ
ー
と

和
紙
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
造

花
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
６
日

・
７
日

の

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

参

加
費
＝
６
０
０
円

定
員
＝
50
人

○
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室
（
無
料
）

ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
で
プ
レ
ー
す

る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
体
験

で
す
。

日
時
＝
４
月
９
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時

○
サ
ン
デ
ー
里
山
ガ
イ
ド
（
無
料
）

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
早
春
の

里
山
を
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
９
日

午
後
０
時
30

分
～
３
時

定
員
＝
40
人（
先
着
）

春

の
国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
出
か
け
よ
う

問
越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー


47
・
８
０
０
１

青少年文化センターの楽しい教室（前期）に参加しませんか
会場＝青少年文化センター
申４月16日必着で、往復はがきの往信の裏に希望の教室名（第２希望まで）、
学校名、学年、氏名、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して
〒940－0033今朝白１の１の１長岡市青少年文化センターへ（参加は１人１教室）
申し込み多数の場合は抽選し、結果を４月21日に郵送します。

教室名 対 象 定員 参加料 回数 日 時
絵とデザイン 小２以上

20人
2,000円

10回 ５月13日～７月15日の毎週土曜日午
前10時～11時30分

焼物 小３以上 2,000円
書道 小３以上 1,000円

パソコン 小４以上（ローマ字
で入力のできる人）10人 2,000円

将棋 小１以上（駒の動か
し方のわかる人）

20人

無料
７回

５月13日～６月24日の毎週土曜日午
後２時～３時30分

星空 小３以上 300円 ５月14日～６月25日の毎週日曜日午
前10時～11時30分

模型工作 小３以上 1,000円
（材料費別）

10回

５月13日～７月15日の毎週土曜日午
後２時～３時30分

絵と工作 小１ 1,400円
５月14日～７月16日の毎週日曜日午
前10時～11時30分

理科工作 小３以上 1,500円

電子工作 小５以上 2,000円
（材料費別）

初心者水泳 泳げない小学生 60人 1,110円
（保険料含む）６回

５月13日～６月17日の毎週土曜日 Ａ班午後
１時30分～２時30分、Ｂ班２時30分～３時30
分（Ａ班、Ｂ班は文化センターで決めます）
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●
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
利
用
対

象
者
は
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
人

で
す
。

各
ク
ラ
ブ
へ
の
申
し
込
み
は
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

①
～
③
は
、
い
ず
れ
も
会
場
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室
で
す
。

①
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

日
時
＝
毎
週
月
・
水
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
９
時

会
費
＝
月
５
０

０
円

持
ち
物
＝
内
履
き

②
空
手
ク
ラ
ブ
（
糸
東
流
）

活
動
日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
７
時
30
分
～
９
時

会
費
＝
月

２
、５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
の

で
き
る
服
装

③
メ
レ
ン
ゲ

イ

サ
ル
サ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

活
動
日
時
＝
毎
週
第
２
・
４
土
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
（
午
前
10
時

～
11
時
は
ビ
ギ
ナ
ー
、
午
前
11
時

～
正
午
は
フ
リ
ー
）

参
加
料
＝

１
回
２
０
０
円

持
ち
物
＝
内
履

き④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

活
動
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７

時
～
９
時

会
場
＝
阪
之
上
小
学

校
体
育
館

参
加
料
＝
３
０
０
円

持
ち
物
＝
内
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト


長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民

体
育
館
内
）

34
・
２
１
３

０
と
加
盟
団
体
の
催
し


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

期
日
＝
４
月
23
日


会
場
＝
希

望
が
丘
テ
ニ
ス
場

種
目
＝
男
子

・
女
子
と
も
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ

ス

参
加
料
（
一
組
）
＝
一
般
４
、

５
０
０
円
（
テ
ニ
ス
協
会
員
２
、５

０
０
円
）、
高
校
生
以
下
２
、０
０

０
円
（
い
ず
れ
も
当
日
に
）

申

４
月
14
日

ま
で
に
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
長

岡
市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
原
法
男
さ

ん

29
・
１
４
８
９
へ


春
季
市
民
卓
球
大
会

日
時
＝
５
月
３
日

午
前
９
時
か

ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

種
目

＝
①
男
子
の
部
…
一
般
（
50
歳
以

上
、
30
歳
以
上
、
30
歳
未
満
の
各

部
）、
高
校
生
、
中
学
生
②
女
子
の

部
…
一
般
・
高
校
生
Ａ
（
上
級
者
）、

一
般
・
高
校
生
Ｂ
、
中
学
生
③
混

合
の
部
…
小
学
５
年
生
以
上
、
小

学
４
年
生
以
下

参
加
料
＝
一
般

７
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
３
５
０
円
（
い
ず
れ

も
当
日
に
）

申
４
月
17
日

ま

で
に
各
体
育
館
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
て
、
中
学
生
の
部
は

南
中
学
校j02m

in
am

i@
k
om

e

100.n
e.jp

へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
そ
の
他
の

部
は

長
岡
市
体
育
協
会

34
・

２
８
０
８
へ


長
岡
市
民
早
起
き
野
球
大
会

～
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
～

期
日
＝
５
月
14
日
か
ら
毎
週
日
曜

日
（
全
試
合
終
了
ま
で
）

会
場

＝
信
濃
川
河
川
公
園
野
球
場
、
悠

久
山
野
球
場
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
野

球
場

対
象
＝
長
岡
市
と
そ
の
近

隣
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
（
高

校
生
以
下
を
除
く
）
で
１
チ
ー
ム

25
人
以
内

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム

９
、０
０
０
円

ク
ラ
ス
＝
①
一
般

の
部
②
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
ま

た
は
女
性
）

申
４
月
19
日

ま

で
に
、
参
加
料
を
添
え
て

長
岡

市
体
育
協
会

34
・
２
１
３
０
、

各
地
区
体
育
協
会
、
長
岡
ド
ー
ム


47
・
２
１
０
２
、
大
西
ス
ポ
ー

ツ

32
・
４
４
６
０
へ

抽
選
会

＝
４
月
27
日

午
後
７
時
か
ら
市

民
体
育
館
会
議
室
で


小
学
生
陸
上
競
技
教
室

（
長
岡
Ｔ
＆
Ｆ
ク
ラ
ブ
）

日
時
＝
４
月
15
日
か
ら
の
毎
月
２

回
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
各

小
学
校
、
陸
上
競
技
場
、
市
民
体

育
館
、
北
部
体
育
館
、
南
部
体
育

館
に
あ
る
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

会
場
＝
陸
上
競
技
場

対
象
＝
小

学
３
～
６
年
生

年
会
費
＝
５
、０

０
０
円

申
〒
９
４
０
―
８
５
３

２
西
片
貝
町
８
８
８
長
岡
工
業
高

等
専
門
学
校
内
長
岡
Ｔ
＆
Ｆ
ク
ラ

ブ
事
務
局
・
江
田
茂
行
さ
ん

・


34
・
９
３
７
５


市
民
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
５
月
２
日
～
19
日
の
毎
週

火
・
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
計

５
回
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場

定
員
＝
45
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
４
月
20
日

ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

経
験
年
数
、
返
信
あ
て
名
を
記
入

し
て
〒
９
４
０
―
０
０
９
７
山
田

１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ


太
極
拳
表
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
７
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
阪
之
上
小
学
校
体
育

館

問
長
岡
太
極
拳
協
会
・
片
桐

さ
ん

36
・
４
７
５
８


初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
５
月
９
日
～
30
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
45
分
～
９
時
15

分

会
場
＝
南
部
体
育
館

参
加

料
＝
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

申

長
岡
市
体
育
協
会


ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
教
室
・

ク
ラ
ブ

①
教
室
…
時
間
＝
午
後
４
時
50
分

～
６
時
10
分

会
場
＝
南
部
体
育

館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

対
象
＝
年

長
～
小
学
２
年
生
の
未
経
験
者

②
ク
ラ
ブ
…
時
間
＝
午
後
５
時
～

６
時
30
分

会
場
＝
㈱
ユ
ニ
オ
ン

ツ
ー
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
摂
田
屋

町
２
７
０
６
）

対
象
＝
小
学
生

の
経
験
者

期
間
＝
①
②
と
も
に
５
月
12
日
～

10
月
20
日
の
金
曜
日
（
計
16
回
）

参
加
料
＝
８
、０
０
０
円

定
員
＝

25
人
（
継
続
者
を
含
む
）

持
ち

物
＝
外
履
き
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
教
室
の
み
貸
し
出
し
あ
り
）

申
４
月
24
日

必
着
で
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
年
、
電
話
番
号
、
返
信
あ
て
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
１
１
０

６
宮
内
４
の
６
の
36
長
岡
市
テ
ニ

ス
協
会
・
石
原
法
男
さ
ん
へ
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
、
５
月
１
日


こ
ろ
結
果
発
送
）


長
岡
剣
道
会
日
曜
成
人
ク
ラ
ス

日
時
＝
５
月
14
日
か
ら
の
毎
週
日

曜
日
午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝

市
民
体
育
館
第
２
武
道
場

コ
ー

ス
＝
①
成
人
入
門
②
成
人
再
挑
戦

対
象
＝
高
校
生
以
上

年
会
費
＝

１
４
、０
０
０
円

申
５
月
９
日


ま
で
に
長
岡
剣
道
会
・
渡
辺
さ
ん


35
・
１
０
２
２
へ


ち
び
っ
こ
剣
道
教
室

日
時
＝
５
月
19
日
か
ら
の
毎
週
金

曜
日
午
後
４
時
～
５
時

会
場
＝

市
民
体
育
館
第
二
武
道
場

対
象

＝
年
長
児
20
人

会
費
＝
月
２
、０

０
０
円

申
５
月
16
日

ま
で
に

桜
剣
士
会
・
渡
辺
か
な
さ
ん

35

・
１
０
２
２
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９
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市民体育館（学校町１の２の１）

教 室 名
（曜日）

親 子 体 育 教 室 幼年体育教室

め ば え ひ よ こ つ ば さ

火曜日 水曜日 金曜日 火曜日 木曜日 金曜日 水曜日 木曜日

対 象
平成15年４月２日～16年４月１日に生ま
れた子どもとその保護者

平成12年４月２日～15年４月１日に生ま
れた子どもとその保護者

小学校１～３年生

募集定員 30組 30組 30組 10組 10組 ５組 15人 15人

期 間
５月16日～
来年３月の
毎週火曜日

５月24日～
来年３月の
毎週水曜日

５月12日～
来年３月の
毎週金曜日

５月16日～
来年３月の
毎週火曜日

５月11日～
来年３月の
毎週木曜日

５月12日～
来年３月の
毎週金曜日

５月24日～
来年３月の
毎週水曜日

５月11日～
来年３月の
毎週木曜日

時 間
13：30～
14：30

10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応じた基礎運動。ボール
やマットを使った運動、リズム体操など。

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

参 加 料 5,000円×３回払い（体育館使用料込み）
4,000円×３回払い

（体育館使用料込み）

教 室 名 マスターズコース めばえコース ひよこコース つばさコース

対 象 おおむね55歳以上の男女
平成15年４月２日～16年４月
１日に生まれた子どもとその
保護者

平成12年４月２日～15年４月
１日に生まれた子どもとその
保護者

小学校１～３年生

募集定員 50人 30組 30組 30人

期 間
５月９日～７月18日の毎週火
曜日

５月10日～７月12日の毎週水
曜日

５月11日～７月13日の毎週木
曜日

５月12日～７月14日の毎週金
曜日

時 間 10：00～11：30 10：30～11：30 16：30～17：30 16：30～17：30

内 容

腰痛、肩こり予防体操、筋骨
元気アップ体操、軽スポーツ
（卓球、バドミントンなどか
ら自由に選択）。

音楽に合わせたリズム体操、ふれあい親子体操。ボールやマッ
トなど用具を使いながら子どもたちのいろいろな感覚を刺激す
る運動遊び。

用具を使って投げる、打つ、
ける遊びなどさまざまなスポ
ーツに結びつく運動遊び。

参 加 料 4,000円 5,000円 4,000円

持 ち 物 運動のできる服装、内履き、タオル

会場＝みしま体育館ほか 回数＝各コース10回
申４月25日までに①希望のコース②参加者名（ふりがなも。めばえ、ひよこコースは子ど
もと保護者の氏名）③生年月日④住所⑤電話番号を、長岡市体育協会へ直接、または
34・2130、34・2808、Ｅメールinfo＠n-taikyo.or.jpへ

みしまスポーツ
クラブ体験
スクール

教 室 名
（曜日）

親 子 体 育 教 室

め ば え ひよこ

火曜日 木曜日 水曜日

対 象
平成15年４月２日～16年４月１日に
生まれた子どもとその保護者

平成12年４月２
日～15年４月１
日に生まれた子ど
もとその保護者

募集定員 30組 30組 15組

期 間
５月16日～来年３
月の毎週火曜日

５月18日～来年３
月の毎週木曜日

５月10日～来年３
月の毎週水曜日

時 間 10：30～11：30 16：00～17：00

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発
達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運
動、リズム体操など。

参 加 料 5,000円×３回払い（体育館使用料込み）

南部体育館（曲新町564の３）

申４月25日（必着）までに往復はがきに①希望の体育館名②教室
名・曜日③参加者名（ふりがな）④生年月日⑤郵便番号⑥住所⑦
電話番号⑧返信あて名を記入して〒940－0041学校町１の２の１市
民体育館内長岡市体育協会へ（はがき１枚につき１組。申し込
み多数の場合は抽選し、結果を４月26日ころ発送します）

教 室 名

親 子 体 育 教 室

め ば え ひ よ こ

対 象
平成15年４月２日～16年
４月１日に生まれた子ど
もとその保護者

平成12年４月２日～15年
４月１日に生まれた子ど
もとその保護者

募集定員 30組 15組

期 間
５月11日～来年３月の
毎週木曜日

５月12日～来年３月の
毎週金曜日

時 間 10：30～11：30 16：00～17：00

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発
達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運
動、リズム体操など。

参 加 料 5,000円×３回払い（体育館使用料込み）

北部体育館（東蔵王２の２の72）

親子・幼年
体育教室
問長岡市体育協会
34・2130

▲親子体育教室・ひよこ
（３月10日・市民体育館）
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
４
月
か
ら
子
ど
も
の
予
防
接
種

が
変
わ
り
ま
し
た

①
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
に
変
わ
り
ま
し
た

実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予

防
接
種
は
今
ま
で
ど
お
り
集
団
接

種
を
行
い
ま
す

実
施
日
時
や
会
場
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
が

各
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
１
回
接
種
か

ら
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種

に
変
わ
り
ま
し
た

第
１
期
は
１
歳
以
上
２
歳
未
満

に
１
回
接
種
、
第
２
期
は
５
歳
以

上
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間
に
１
回
接
種
で
す
。

両
方
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
人
は
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
１
歳
以
上
２
歳
未
満
で

次
に
該
当
す
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
接
種
予

診
票
の
な
い
人

・
ど
ち
ら
か
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
ま
た
は
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
ど
ち
ら
か
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
で
、
も
う
一
方

の
接
種
を
希
望
す
る
人


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る

食
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
健
康
課
へ
電
話
予

約
の
上
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
（
先

着
）。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
５
月
13
日

午
後
１
時
45

分
～
３
時
45
分

対
象
＝
妊
婦
と

配
偶
者

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

内
容
＝

沐
浴
実
習
、
夫
婦
で
行
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
体
操
、
助
産
師
・
保
健
師
か

ら
の
情
報
提
供

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申

４
月
13
日

か
ら


高
脂
血
症
個
別
健
康
教
室

（
無
料
）

生
活
状
況
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診

断
し
、
保
健
師
や
栄
養
士
と
面
接

し
な
が
ら
個
人
に
合
っ
た
改
善
方

法
を
発
見
し
ま
す
。
ま
た
、
４
回

の
血
液
検
査
で
改
善
結
果
を
確
認

し
な
が
ら
、
実
践
方
法
の
管
理
を

行
い
ま
す
。

対
象
＝
昨
年
度
の
健
診
の
結
果
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
２
５
０
㎎
／


以
上
で
全
６
回
参
加
で
き
、
今

ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝

35
人
（
先
着
）

申
４
月
11
日


～
５
月
８
日

に
電
話
で
健
康
課

へ●
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す

生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
、

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
た
い
肥
化

容
器
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市

の
指
定
取
扱
店
か
ら
生
ご
み
処
理

機
器
を
購
入
し
て
自
宅
で
使
用
す

る
人
（
取
扱
店
は
店
頭
で
確
認
す

る
か
環
境
業
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

補
助
率
と
額
＝

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
、
電
動

生
ご
み
処
理
機
は
上
限
３
０
、０
０

０
円
、
た
い
肥
化
容
器
は
上
限
３
、

０
０
０
円

申
指
定
取
扱
店
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
し
て
〒
９
４
０

―
０
０
１
５
寿
３
の
６
の
１
長
岡

市
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。
各
支
所
の

市
民
生
活
課
（
栃

尾
支
所
は
環
境
衛

生
課
）
で
も
受
け

付
け
ま
す

●
市
民
相
談

日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

①
市
役
所
本
庁

39
・
２
２
５
５

場
所
＝
１
階
市
民
相
談
窓
口
（
⑬

番
窓
口
）

【
市
民
相
談
】

日
時
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
電
話
可
）

【
弁
護
士
相
談
】

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
そ
の
前
日
）
午
後
１
時
～
５

時
（
予
約
制
、
１
人
30
分
以
内
）

②
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
市
民
相
談

コ
ー
ナ
ー

39
・
２
７
６
４

日
時
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
電
話
可
）

③
小
国
支
所

95
・
５
９
０
３

【
弁
護
士
相
談
】

日
時
＝
毎
月
最
終
金
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
前
週
の
金
曜
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
予
約
制
、

１
人
30
分
以
内
）

会
場
＝
小
国

公
民
館

な
お
、
各
地
域
の
心
配
ご
と
相

談
は
市
政
だ
よ
り
４
月
号
と
同
時

配
布
の
「
な
が
お
か
社
協
だ
よ
り

４
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
山
火
事
・
枯
れ
草
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

４
月
、
５
月
は
山
火
事
や
枯
れ

草
火
災
が
多
発
し
ま
す
。
火
を
使

う
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
が
多
い
場
所
、
風

が
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

（
野
焼
き
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
）。

②
軽
微
な
た
き
火
で
も
そ
の
場
を

離
れ
な
い
。

③
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
投
げ
捨
て

な
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
「
名
義
貸
し
」
に
注
意
！

最
近
、
商
品
の
購
入
や
借
金
の

契
約
に
名
前
を
貸
し
て
、
最
終
的

に
商
品
代
金
や
借
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
「
名
義
貸

し
」
の
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

利
益
に
つ
ら
れ
た
り
、
人
情
に

負
け
た
り
し
て
名
義
を
貸
す
こ
と

は
と
て
も
危
険
で
す
。「
代
金
は
こ

ち
ら
で
払
う
の
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

契
約
書
に
署
名
し
て
ほ
し
い
」「
サ

ラ
金
の
カ
ー
ド
を
作
っ
て
く
れ
た

ら
謝
礼
を
払
う
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
も
は
っ
き
り
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

32
・
０

０
２
２

健
康
課


32
・
５
０
０
０

長岡地域・し尿くみ取りの申し込み先が変わりました
４月から、し尿くみ取りの申し込みは中越環境保全事

業協同組合32・9310で受け付けます。
くみ取り手数料の徴収も同組合が行います。

問環境業務課24・2837

4/26、
5/10

期
日

食
事
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

内
容

各４人 定員

管
理
栄
養
士

保
健
師

担
当

12/1 10/26 8/30 7/20 6/23 6/2 期
日

計
測
・
個
別
面
接（
目

標
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

計
測
・
血
液
検
査
・
個

別
面
接（
目
標
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）

計
測
・
血
液
検
査
・
個

別
面
接（
目
標
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）・
運
動
処

方
・
運
動
実
技

計
測
・
血
液
検
査
・
個

別
面
接（
目
標
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）

計
測
・
個
別
面
接（
問

診
診
断
結
果
通
知
・
目

標
設
定
）

計
測
・
血
液
検
査
・
生

活
状
況
問
診

内

容

午
前

午
前

午
前

午
前

午
前
ま
た

は
午
後

午
前
ま
た

は
午
後

時
間
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犬の登録と狂犬病の予防注射
犬の飼い主は、生後91日以上の犬を登録し、毎年１回狂

犬病の予防注射を受けさせなければなりません。市内に
お住まいで犬を飼っている人は、下表の会場で登録と予
防注射を受けてください（市外の会場では、受けられま
せん）。犬を押さえることのできる人が連れてきてくださ
い。また、逃げないよう首輪をしっかりと締め、犬のふ
んの後始末用にビニール袋などを必ず持参してください。
すでに犬の登録が済んでいる飼い主には、狂犬病予防

注射済票交付申請書を郵送します。新規に犬の登録をす
る人は、当日、受付に申し出てください。
◆用意するもの＝狂犬病予防注射済票交付申請書、料金、
印鑑（新規に登録する場合）

※狂犬病予防注射済票交付申請書に押印し、問診票の質
問事項をすべて記入して持参してください。記載してあ
る飼い主の住所などが誤っている場合は、朱書きで訂正
してください。
◆料金＝登録済の犬…3,100円、新規登録の犬…6,100円
※下表の日程以外は動物病院で注射を受けてください。
その場合、上記料金に約1,000円の宅診料が加算されます。

犬が死亡したり、住所などが変わっ
たりした場合は環境業務課または支所
の担当課へ連絡してください。

問環境業務課24・2837または各支
所市民生活課（栃尾支所は環境衛
生課）

地域 期 日 会 場 時 間

中之島
地域

４月10日


中条新田大字事務所 ９：45～10：15
中野公民分館（サンパルコなかのしま隣）10：45～11：15
中之島農村環境改善センター 13：15～14：05
中興野中央公園（中興野公民館隣）14：30～14：50

三島
地域 ４月11日



鳥越集落開発センター ９：40～10：00
三島体育センター 10：20～11：10
みしま北保育園 11：20～11：30

与板
地域

与板公民館黒川分館 13：30～14：00
与板保健センター 14：30～15：30

和島
地域

４月12日


ゆきわり荘 ９：40～10：40
旧農協妙法寺出張所 11：00～11：20

寺泊
地域

野積文化センター 13：20～13：30
寺泊体育館 13：50～14：30
青少年研修センター（郷本地区）14：50～15：00

４月13日


町軽井公会堂 10：20～10：35
寺泊センターおおこうづ 10：50～11：20
法崎準低温倉庫 13：10～13：30
夏戸集落センター 13：45～14：00

栃尾
地域

４月14日


栃尾産業交流センターおりなす前 10：00～10：20
栃堀区事務所前 10：30～10：45
来伝地区センター前 11：05～11：15
西中野俣地区センター前 11：30～11：40
清水屋商店前（比礼） 13：30～13：40
一之貝担い手センター前 14：00～14：10
荷頃地区センター前 14：20～14：40
中地区センター前 14：50～15：00
森上集落センター前 15：10～15：20

４月17日


小貫公民館前 10：00～10：15
とちお夢工房前（旧農協川谷事務所前）10：30～10：40
旧農協人面事務所前 11：00～11：10
農協下塩谷支店前 11：25～11：35
二日町ライスセンター前 13：30～13：45
上塩谷地区センター前 14：05～14：20
梅野俣集落センター前 14：40～14：50
旧塩川小学校前 15：10～15：30

４月18日


栃尾体育館前（旧総合体育館前）10：00～11：30

越路
地域

塚野山集落センター ９：45～10：00
岩田婦人研修センター 10：30～10：45
十楽寺勤労者会館 11：15～11：30
石津農業者トレーニングセンター 13：30～13：45
神谷区事務所 14：15～14：30
越路支所 15：00～15：45

地域 期 日 会 場 時 間

長岡
地域

４月19日


山本コミュニティセンター ９：30～10：10
富曽亀コミュニティセンター前 10：40～11：40
川崎コミュニティセンター前 13：15～14：15
栖吉コミュニティセンター前 14：45～15：45

４月20日


太田コミュニティセンター ９：30～９：40
十日町コミュニティセンター 10：10～10：40
六日市コミュニティセンター 11：10～11：40
宮内コミュニティセンター分館 13：15～14：30
動物保護管理センター（柿町）15：00～15：30

４月21日


中央図書館西側 ９：30～11：30
柳原公園（柳原分庁舎隣） 13：15～14：15
宮内コミュニティセンター（南部体育館隣）14：45～16：00

４月24日


新組コミュニティセンター ９：30～10：00
黒条コミュニティセンター 10：30～11：30
厚生会館東側 13：15～13：40
北部体育館南側 14：10～15：25

４月25日


大積コミュニティセンター前 ９：15～９：25
宮本コミュニティセンター前 ９：45～10：00
ニュータウン時計台公園 10：20～11：20
深才コミュニティセンター前 11：40～12：00
愛宕公園 13：30～14：45

４月26日


河根川公園 ９：30～９：50
関原１丁目公民館 10：20～11：35
下川西コミュニティセンター 13：15～13：45
島潟公園（上川西小隣） 14：15～15：30

４月27日


陸上競技場正面玄関前 ９：00～10：15
日越コミュニティセンター 10：45～11：30
希望が丘コミュニティセンター 13：15～14：30

小国
地域

４月28日


小国公民館千谷沢分館 ９：45～９：55
上栗集落開発センター 10：10～10：20
武石多目的集会施設前 10：30～10：40
上岩田公民館前 10：55～11：10
小国会館（旧農村環境改善センター）11：25～11：45
三桶公民館前 13：30～13：40
原克雪広場前 13：55～14：15
小国支所庁舎裏車庫前 14：35～15：00

狂犬病予防注射の日程

水道水の「安全」と「安心」をお届けします

市では、毎年水質検査計画を作成して130項目にわたる水質検査を行い、水道水を厳しく管理してい
ます。また、１年間の水質検査の結果を水道水質年報にまとめて公表しています。
水質検査計画書と水質年報は市役所１階市民情報ラウンジ、水道局および各営業所で閲覧できます。

また、水質検査計画は市ホームページにも掲載しています。みなさんのご意見をお寄せください。
問水道局水質検査センター22・2169、Ｅメールjosui＠m2.nct9.ne.jp

犬や猫の飼い主のみなさんへ
犬や猫が、他人の家の塀や柱に尿をしたり、庭や畑に

ふんをしたりして困っているという苦情が寄せられてい
ます。飼い主は、責任を持って、近所に迷惑をかけない
よう飼育してください。
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●
大
手
大
橋
西
詰
で

工
事
を
行
い
ま
す

大
手
大
橋
西
詰
交
差
点
の
交
通

渋
滞
緩
和
の
た
め
、
市
道
大
島
１

２
８
号
線
の
新
設
工
事
を
行
い
ま

す
。
工
事
期
間
は
４
月
中
旬
～
来

年
３
月
の
予
定
で
す
。

国
道
３
５
１
号
を
横
断
す
る
工

事
の
際
、
車
線
の
一
部
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
通
行
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
両
側
の
側
道

も
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
建
設
課

39
・
２
２
３
１

●
不
審
な
排
水
設
備
点
検
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
言
葉
巧
み
に
市
役
所
と

の
関
係
を
に
お
わ
せ
、
各
家
庭
の

排
水
管
の
詰
ま
り
を
点
検
・
清
掃

し
て
、
代
金
を
請
求
す
る
業
者
が

い
る
と
い
う
情
報
が
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
が
、
業
者
に
排
水
管
の

点
検
や
清
掃
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
か
ら
頼
ま
れ
た
と
い
っ

て
業
者
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
断

っ
た
上
、
下
水
道
管
理
課

39
・

２
２
３
５
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
電
子
入
札
を
始
め
ま
し
た

市
で
は
、
入
札
や
契
約
の
透
明

性
を
向
上
さ
せ
、
事
務
の
効
率
化

・
迅
速
化
を
推
進
す
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
工
事
な

ど
の
入
札
を
行
う
電
子
入
札
を
始

め
ま
し
た
。

入
札
や
契
約
に
関
す
る
情
報
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
契
約
検
査

課
の
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
契
約
検
査
課

39
・
２
２
１
０

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日

～
15
日


ス
ロ
ー
ガ
ン

「
春
の
道

み
ん
な
で
咲
か
そ
う

マ
ナ
ー
の
心
」

～
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー

６
期
生
11
人
が
誕
生
～

長
岡
地
域
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
子
ど
も
会
、
町
内
会
で
交
通
安

全
教
室
な
ど
を
指
導
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
を
認
定
し
て
い

ま
す
。
新
た
に
11
人
を
認
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
（
五
十

音
順
、
敬
称
略
）

小
柳

忠
和

五
反
田
町

家
老

豊

亀
貝
町

川
上

悦
男

泉
１

佐
藤

敏
郎

宮
下
町

新
保

正
雄

石
内
１

多
川

稔

中
貫
町
２

建
見

善
司

槇
下
町

中
村

喜
一
郎

堺
町

八
木

一
吉

柿
町

山
口

春
枝

松
葉
１

渡
辺

伸
一
郎

高
畑
町

担
当
＝
生
活
課

39
・
２
２
０
６

●
新
斎
場
の
建
設
に
関
連
す
る
都

市
計
画
火
葬
場
の
変
更
案
を
縦

覧
し
ま
す

期
間
＝
４
月
14
日

～
28
日


会
場
・
問
市
役
所
１
階
生
活
課


39
・
２
２
０
６

●
都
市
計
画
道
路
槇
山
町
亀
貝
線

の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

期
間
＝
４
月
14
日

～
28
日


会
場
・
問
県
長
岡
地
域
振
興
局
計

画
調
整
課

38
・
２
６
１
４
、長
岡

市
交
通
政
策
課

39
・
２
２
６
７

●
ふ
と
ん
の
丸
洗
い
を

実
施
し
ま
す

次
の
条
件
を
満
た
す
人
は
年
２

回
ふ
と
ん
の
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
４

月
中
旬
ま
で
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
①
昭
和
６
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
②
昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
寝
た
き
り
、
認
知
症
の

人

実
施
時
期
＝
１
回
目
６
月
～

７
月
、
２
回
目
10
月
～
11
月

問

介
護
保
険
課

39
・
２
２
４
５
ま

た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

●
研
究
開
発
や
新
た
な
事
業
分
野

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業

者
な
ど
を
支
援
し
ま
す

◇
長
岡
市
地
域
産
業
技
術
開
発
事

業
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

補
助
金

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
中

小
企
業
者
な
ど

対
象
事
業
＝
製

造
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
関
す

る
研
究
開
発
事
業

対
象
経
費
＝

調
査
研
究
費
、
設
備
費
、
原
材
料

費
、
設
計
費

限
度
額
＝
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
４
０

０
万
円
）

交
付
決
定
＝
技
術
・

市
場
性
と
地
域
産
業
へ
の
波
及
効

果
を
審
査
し
決
定

申
４
月
３
日


～
28
日

に
事
業
計
画
書
を
工

業
振
興
課

39
・
２
２
２
２
へ
（
事

業
計
画
書
は
工
業
振
興
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
み
な
さ
ん
へ

昨
年
度
か
ら
暫
定
賦
課
を
廃
止

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
４
～
６

月
の
間
は
保
険
料
の
請
求
を
行
わ

ず
、
７
月
に
確
定
す
る
１
年
分
の

国
民
健
康
保
険
料
を
７
～
３
月
の

９
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
納
付
通
知
書
は
、
７
月
、

10
月
、
１
月
に
３
カ
月
納
付
分
ず

つ
綴
じ
た
も
の
を
送
付
し
ま
す
。

各
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

問
国
保
医
療
課

39
・
２
２
２
０

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

「ながおか防災情報」ホームページを
リニューアルしました

今までの「防災情報システム」をより利用
しやすいようにリニューアルしました。今後
も機能を充実していきます。

「ながおか防災情報」ホームページ
http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp

問情報政策課39・2205

〈安否情報確認システム〉
氏名と地域で安否情報を
登録・確認できます。

〈被災現場画像情報〉
被災現場から携帯電話などで送信された画像を
掲載します。

〈避難所情報〉
市内全域の避難所情報
を、地図などで分かり
やすく表示します。
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はり・きゅう・マッサージ施術費助成券を交付します
75歳以上の人が、はり・きゅう・マッサージを受ける時に施術費の一部（年６回、１回1,000円）を助成します。

対象＝申請日現在、満75歳以上の人 交付場所＝介護保険課、各支所保健福祉課、福祉総合相談窓口、老人福祉セ
ンター、各コミュニティセンター 持ち物＝対象者の年齢がわかる介護保険証など

問介護保険課39・2245

■
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
を

改
定
し
ま
し
た

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

基
準
額
を
平
成
18
年
度
か
ら
全
市

域
で
統
一
し
、月
額
４
、１
９
２
円

に
改
定
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

ま
で
は
こ
の
基
準
額
を
用
い
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
の
18
年

度
の
介
護
保
険
料
は
、
改
定
後
の

保
険
料
を
も
と
に
４
月
に
仮
算
定

（
暫
定
賦
課
）
し
、
４
月
中
旬
に

納
付
書
で
納
付
す
る
人
と
口
座
振

替
の
人
へ
通
知
し
ま
す
。

納
付
書
で
納
付
す
る
人
に
は
、

４
～
６
月
分
の
納
付
書
を
同
封
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
の
人
は
、
各
月
分
の
保
険
料
額

を
納
期
限
に
引
き
落
と
し
ま
す
。

年
金
天
引
き
の
人
は
、
今
回
は

通
知
が
あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
ま
で

今
年
２
月
と
同
額
を
天
引
き
し
ま

す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
の
確
定
し
た
年

間
保
険
料
額
は
７
月
中
旬
に
通
知

し
ま
す
。

■
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
で
介
護
保
険

の
給
付
対
象
や
手
続
き
が
変
わ

り
ま
し
た

◇
福
祉
用
具
の
購
入
は

県
指
定
事
業
所
で

４
月
か
ら
、
県
指
定
の
事
業
所

で
購
入
し
た
特
定
福
祉
用
具
の
み

が
給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
指
定

を
受
け
て
い
な
い
事
業
所
で
購
入

し
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
３
月
31
日
ま
で
に
購
入

し
た
も
の
は
、
指
定
を
受
け
て
い

な
い
事
業
所
で
購
入
し
た
も
の
も

給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
福
祉
用
具
貸
与
制
度
の

給
付
対
象
が
変
わ
り
ま
し
た

要
支
援
１
お
よ
び
２
、
要
介
護

１
の
人
は
次
の
品
目
が
給
付
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
（
寝
返
り
や

起
き
上
が
り
が
困
難
な
人
を
除
く
）。

・
特
殊
寝
台
（
付
属
品
を
含
む
）

・
車
い
す
（
付
属
品
を
含
む
）

・
床
ず
れ
防
止
用
具
お
よ
び
体
位

変
換
器

・
認
知
症
老
人
徘
徊

は
い
か
い

感
知
機
器

・
移
動
用
リ
フ
ト

※
す
で
に
貸
与
を
受
け
て
い
る
人

は
９
月
ま
で
は
給
付
対
象
と
な
り

ま
す
。

◇
介
護
保
険
住
宅
改
修
制
度
が

事
前
申
請
制
度
に
な
り
ま
し
た

４
月
以
降
に
住
宅
改
修
工
事
を

行
い
、
給
付
を
受
け
る
予
定
の
人

は
工
事
の
前
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
を
し
な
い
で
工
事
に

着
手
す
る
と
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

な
お
、
３
月
末
ま
で
に
着
工
し

た
工
事
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
代

金
支
払
い
後
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

問
介
護
保
険
課

39
・
２
２
４
５
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

地域包括支援センターを開設しました

高齢者の生活を総合的に支えていくための拠点として、今まで
の在宅介護支援センターの機能をさらに充実させた「地域包括支
援センター」を開設しました。

＜地域包括支援センターの主な業務＞
・要支援１または２の人や体力の低下した高齢者（特定高齢者）
の介護予防ケアプランの作成（今までのケアマネジャーからケ
アプランを作成してもらうこともできます）

・要介護認定の申請受け付け
・高齢者に関する各種相談

名 称 場 所 対象地区・地域 電 話

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

けさじろ 高齢者センター
けさじろ内

四郎丸・豊田・阪之
上・川崎 37・5700

なかじま 社会福祉センター
内

千手・表町・神田・
中島・新町 30・1121

ふそき 高齢者センター
ふそき内

栖吉・富曽亀・山本
・新組・黒条 25・3354

みやうち 高齢者センター
みやうち内

宮内・十日町・六日
市・太田・山通 39・0080

まきやま・みしま 高齢者センター
まきやま内

下川西・上川西・福
戸・王寺川・三島 29・7005

にしながおか ケアハウス
西長岡内

大島・希望が丘・日
越・関原・宮本・大
積・深才・青葉台

29・6621

なかのしま・よいた サンパルコ
なかのしま内 中之島・与板 61・2600

こしじ・おぐに 特別養護老人
ホームわらび園内 越路・小国 41・3201

わしま・てらどまり デイサービスセン
ターわしま内 和島・寺泊 74・3808

とちお 特別養護老人
ホームいずみ苑内 栃尾 53・2265

やまこし 山古志支所
保健福祉課内 山古志 46・1503

介護予防ケアプランに基づいて、次
のサービスが受けられます。

■介護認定を受けていないが、体力の
低下が心配な人や基本健診で生活機
能低下と診断された人
コミュニティセンターなどで開催さ

れる、筋力向上トレーニングや栄養改
善・口腔機能の向上のためのサービス
を利用できます（自己負担あり）。

■要支援１・２の人
今までの介護サービスに生活機能の

改善を図るためのメニューを加えた、
介護予防サービス（新予防給付）をデ
イサービスセンターなどで利用できま
す（自己負担あり）。

◇要支援、要介護１から要支援１また
は要支援２に変わった人の利用料金
について
次の介護予防サービスは１カ月単位

の定額料金での利用となります。
①介護予防訪問介護（ホームヘルプ）
②介護予防通所介護（デイサービス）
③介護予防通所リハビリテーション（デ
イケア）
要介護認定で要支援・要介護１から

要支援１または２に変わった人が、訪
問介護や通所介護、通所リハビリテー
ションを利用するときは、料金がそれ
までの時間制から月単位の定額制に変
わります。
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●
精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
前
期
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

精
神
障
害
者
の
自
信
回
復
、
社

会
参
加
を
進
め
る
た
め
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
人
（
医
療
機
関
や

社
会
復
帰
施
設
な
ど
の
関
係
者
の

紹
介
が
必
要
で
す
）

日
時
＝
４

月
13
日
～
９
月
28
日
の
毎
週
木
曜

日
（
祝
日
除
く
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
市
民
セ
ン

タ
ー
障
害
者
プ
ラ
ザ
ほ
か

利
用

料
＝
無
料
（
保
険
料
・
個
人
で
使

う
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
４
月
10
日

か
ら
福
祉
相
談
課


39
・
２
２
１
８
へ

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

平
成
18
年
度
第
１
期
の
納
期
は

５
月
16
日

～
31
日

で
す

納
税
通
知
書
は
５
月
15
日

に

発
送
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
期
間
は
５

月
１
日

～
31
日

で
す
。

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建
て
替
え
を
伴
わ
な
い
取
り
壊
し

の
場
合
は
、
課
税
を
誤
る
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
資
産
税
課

39
・
２
２
１
３
、

中
之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾
支

所
は
税
務
課
、
三
島
・
山
古
志
・

小
国
・
和
島
・
与
板
支
所
は
市
民

生
活
課

●
ち
び
っ
こ
広
場

運
営
委
員
募
集

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ち
び
っ
こ
広

場
」
の
運
営
や
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
10
人
程
度

任
期
＝

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

応
募

資
格
＝
20
歳
以
上
で
子
育
て
に
か

か
わ
る
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
年

６
回
程
度
開
催
す
る
会
議
（
原
則

平
日
の
日
中
に
開
催
）
に
出
席
で

き
る
人
（
会
議
中
は
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
）

申
４
月
18

日

ま
で
に
市
役
所
２
階
児
童
福

祉
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ

広
場
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
て

長岡まつり協議会では、８月
２日・３日に開催する長岡
まつり大花火大会の有料観覧席
を販売します。
河川公園などに６種類の席を

ご用意しました。今年から信濃
川右岸のサジキ席も予約センタ
ーでお申し込みできます。場所
取りの必要がなく迫力ある花火
が楽しめる有料観覧席をぜひ、
ご利用ください。

申し込み＝長岡まつり予約センター（４月５日開設）
35・9244

受け付け＝４月５日～７月13日（土・日・祝日除く）
午前９時～午後５時30分（満席になり次第締め切り）

有料観覧席＝①団体席…Ａ席（前列）50人用100,000円
（540㎝×720㎝）、25人用60,000円（540㎝×360㎝）、
Ｂ席（後列）50人用80,000円（540㎝×720㎝）、25人
用50,000円（540㎝×360㎝）②テニスコート・マス
席…１マス20,000円（180㎝×180㎝・定員４、５人）、

半マス11,000円（180㎝×90㎝・定員２人）③テニス
コート・イス席…１人3,000円④陸上競技場スタンド
席…１人2,500円（イス席）⑤身体障害者席…自家用
車１台1,000円（観覧席料は無料）⑥サジキ席（信濃
川右岸：長生橋東詰～国土交通省信濃川河川事務所）
…１マス25,000円（120㎝×150㎝・定員３、４人）

問有料観覧席については長岡まつり予約センター35・
9244、その他まつり全般については観光課内長岡まつ
り協議会39・2221へ
お申し込みは長岡まつり予約センターのホームページ

http://www.nagaokahanabi.jpからもできます！

全日本花いっぱい長岡大会式典
（５月27日開催）参加者募集！
「復興は、花の輪・人の和で、まちづくり」

５月27日・28日、ハイブ長岡と千秋が原ふ
るさとの森を会場に第49回全日本花いっぱい長岡
大会と長岡市花いっぱいフェア2006が開催されま
す。このうち、花いっぱい長岡大会の式典の参加
者を募集します。中越大震災や７・13水害からの
復興をテーマに開催される式典に参加してみませ
んか。

全日本花いっぱい長岡大会式典
日時＝５月27日午後１時～３時40分 会場＝ハ
イブ長岡 定員＝400人（抽選） 申４月21日まで
に往復はがきの往信の裏面に参加を希望する全員
の氏名（ふりがな）と代表者の郵便番号、住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に代表者の郵便
番号、住所、氏名を記入して〒940－0061城内町３
の４の14長岡市公園緑地課へ

※花いっぱいフェアなど式典以外のイベントは申
し込みなく参加できます。詳しくは市政だより５
月号と同時配布するチラシをご覧ください。

問公園緑地課39・2230

長岡まつり大花火大会（８月２日・３日）の有料観覧席を販売します

▲正三尺玉とナイアガラ

２月23日、神戸のみなさんから贈
られ仮設住宅で咲いたヒマワリの種
を、千手小学校の子どもたちが袋詰
めしました。この種は子どもたちの
感謝のメッセージを添えて全国から
式典に参加されるみなさんに贈られ
ます。
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〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大
手
通
２

の
２
の
６
ち
び
っ
こ
広
場

39
・

２
７
７
５
、

39
・
２
８
６
１
へ

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持
参

選
考
結
果
＝
年
齢
、
職
業
の
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
、
結
果

を
４
月
中
に
全
員
に
通
知

●
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
９

月
９
日

開
催
）
実
行
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
＝
高
校
生
以
上
で
子
育
て
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
興
味
が
あ
る

人

募
集
内
容
＝
①
実
行
委
員
…

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
な
ど
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
参
加
者
の
補
助
、
場
内
の
誘
導

・
監
視
な
ど

活
動
期
間
＝
４
月

下
旬
～
開
催
日

申
①
②
と
も
４

月
20
日

ま
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
広
場

39
・
２
７
７
５
へ

●
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

（
10
月
７
日

・
８
日

開
催
）

実
行
委
員
募
集

健
康
と
福
祉
の
ま
つ
り
の
企
画

・
運
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

条
件
＝
18
歳
以
上
で
、
毎
月
１
回

程
度
開
催
す
る
実
行
委
員
会
と
当

日
の
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

選

考
＝
応
募
書
類
、
面
接

申
４
月

24
日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
簡
単
な
応
募
動
機
を
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１

７
、

39
・
２
２
７
５
、
Ｅ
メ
ー

ルfu
k
u
sh

i@
city.n

agaok
a.lg

.

jp

へ

消雪パイプの埋設、道路・側溝の整備などに助成します
〔消雪パイプの埋設工事〕町内会などで消雪パイプを埋設する場合、工事費の一部を助成します。なお、埋設する
消雪パイプに面して市有施設がある場合には、市がその間口分の工事費および電気料を負担します。
〔道路等の整備工事〕市道（幅員６ｍ未満）や私道（幅員４ｍ以上）の整備を町内会などで行う場合、工事費の一
部を助成します。

受け付け＝４月３日から 問道路管理課39・2232

市では、「市民力」と「地域力」によるまちづくりを進める
ため、教育、福祉、文化、スポーツ、環境などさまざまな分
野の団体の活動を支援します。どうぞご利用ください！
※政治、宗教、営利を目的とする団体は除きます。また、複
数の助成・補助制度に申し込むことはできません

長岡を元気にする団体を
応援します！

～各種団体助成・補助制度をご利用ください～

地域・子ども元気塾助成制度

〈対象団体および事業〉
地域または全市的に活動する団体（町

内会、子ども会は除く）が、児童・生
徒を対象に行う熱中・感動体験活動（自
然・社会体験活動、伝統文化継承、ス
ポーツ・レクリエーション活動など）

助成金額＝助成対象経費の80％以内（上限20万円）
募集団体数＝①自然・科学・社会・文化・芸術分野…10団体程

度②スポーツ・レクリエーション分野…10団体程度
応募条件＝上記対象団体で次のすべてに該当するもの

・継続的な活動を行っている団体。またはこれから行

っていく団体
・３人以上の構成員で構成される団体
・専ら市内で活動する団体

申所定の応募用紙に記入して４月11日～５月10日に、
①は市役所幸町分室学校教育課へ、②は市役所幸町分室
スポーツ振興課へそれぞれ持参（応募用紙は学校教育課、
スポーツ振興課、教育委員会各分室、市民センター、市
役所１階市民情報ラウンジ、市民体育館、北部・南部・
新産体育館にあります）

問①自然・科学・社会・文化・芸術分野
…学校教育課39・2249

②スポーツ・レクリエーション分野
…スポーツ振興課32・6117

地域コミュニティ事業補助制度

〈対象団体および事業〉
自治会や町内会、ＮＰＯ法人などの団

体が、地域の活性化を図ることを目的に
産業、環境、福祉、芸術文化、スポーツ、
コミュニティなどの分野で行う自主的な
まちづくり活動（新規の活動または既存
活動の拡充となる活動に限る）

補助金額＝補助対象経費の４分の３以内（上限50万円）
募集団体数（予定）＝長岡地域…２団体、中之島・越

路・三島・山古志・小国・和島・寺泊・栃尾・与板
地域…各１団体

事業期間＝６月～平成19年３月末
申５月１日までに所定の申込書に記入して長岡地域の
団体は市役所４階地域自治振興室、中之島・越路・三
島・山古志・小国・和島・寺泊・栃尾・与板各地域の
団体は各支所地域振興課へ。詳しくは募集要項をご覧
ください（募集要項と申込書は市役所１階市民情報ラ
ウンジ、地域自治振興室、市民センター、中央公民館、
各支所地域振興課にあります。また、市のホームペー
ジからダウンロードできます）

問地域自治振興室39・2260または各支所地域振興課

地域を元気
にする活動
はこちら

子どもたちを
元気にする
活動はこちら

市民活動団体助成制度

〈対象団体および事業〉
自主的で公益的な活動を行っている

市民活動団体が平成18年度に行う事業
および活動（事業の新規・継続は問い
ません）

助成金額＝①「はじめの一歩」支援…助成対象経費の
80％以内（上限20万円）

②「もっと！パワーアップ」支援…助成対
象経費の80％以内（上限30万円）

募集団体数＝①②それぞれ５団体程度
応募条件＝上記対象団体で次のすべてに該当するもの

・規則や会則を持ち、継続的な活動を行っている
団体。またはこれから行っていく団体

・原則５人以上の構成員で構成される団体
・市内に活動拠点を持つ団体

申所定の応募用紙に記入して４月11日～５月10日
に市民センター事務室へ持参（応募用紙は市民セン
ター、市役所１階市民情報ラウンジ、各支所地域振
興課にあります。また、市のホームページからダウ
ンロードできます）

問市民センター事務室39・2763

元気な市民
活動団体は
こちら
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●
平
成
18
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

募
集

市
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
市

政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
把
握
す
る
た
め
、
広
く
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
＝
①
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
（
年
３
回
程
度
）
②
市

の
提
示
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
（
年
３
回
程
度
）

③
学
習
会
、
施
設
見
学
な
ど
へ
の

出
席
（
年
４
回
程
度
）
④
市
政
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年
２
回

程
度
）

応
募
資
格
＝
平
成
18
年

４
月
現
在
で
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
20
歳
以
上
の
人
で
、
市
政
に
対

し
て
熱
意
と
関
心
を
持
つ
人
（
公

務
員
、
長
岡
市
の
審
議
会
・
委
員

会
の
委
員
は
除
く
）

募
集
人
数

＝
12
人

任
期
＝
平
成
18
年
５
月

～
19
年
３
月

謝
礼
＝
年
額
６
、０

０
０
円

申
４
月
28
日

（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
（
職

種
）、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
お
持
ち
の
人
の
み
）、
募
集

を
何
で
知
っ
た
か
、
志
望
動
機
（
２

０
０
字
程
度
）
を
明
記
し
て
封
書
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒

９
４
０
―
８
５
０
１
（
住
所
記
入

不
要
）
長
岡
市
市
民
の
声
情
報
室


39
・
２
２
４
６
、

39
・
２
２
７

２
、
Ｅ
メ
ー
ルk

oejoh
o@

city.n
a

gaok
a.lg.jp

へ
（
長
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
書
式
あ
り
）

選
考
結

果
＝
年
齢
、
職
業
の
構
成
や
地
域

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
５
月

中
旬
ま
で
に
選
考
結
果
を
応
募
者

全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
決
定

者
は
市
政
だ
よ
り
６
月
号
に
掲
載
）

●
こ
だ
わ
り
産
直
オ
ー
ナ
ー
募
集

生
産
者
と
消
費
者
、
お
互
い
の

顔
が
見
え
る
関
係
に
こ
だ
わ
る
産

直
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
オ

ー
ナ
ー
に
は
、
長
岡
の
農
村
女
性

グ
ル
ー
プ
か
ら
年
３
回
採
れ
た
て

の
農
産
物
な
ど
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

参
加
料
＝
１
口
１
０
、０
０
０
円

産
直
内
容
＝
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や

旬
の
長
岡
野
菜
ほ
か

申
５
月
31

日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
申
込
口
数
を
記
入
し
て
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９
４

０
―
８
５
０
１
（
住
所
記
入
不
要
）

長
岡
市
農
政
課

39
・
２
２
２
３
、


39
・
２
２
８
４
へ

●
棚
田
オ
ー
ナ
ー
募
集

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
「
棚
田
」

で
地
域
の
農
家
と
の
交
流
を
深
め
、

楽
し
み
な
が
ら
米
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
秋
に
は
極
上
の
棚

田
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
30
㎏
程
度
）

が
届
き
ま
す
。

場
所
＝
大
積
折
渡
町
地
内

参
加

料
＝
1
組
２
０
、０
０
０
円

定
員

＝
20
組
（
家
族
ま
た
は
４
、
５
人

の
グ
ル
ー
プ
で
）

申
５
月
８
日


ま
で
に
農
政

課

39
・
２
２

２
３
ま
た
は
集

落
協
定
代
表
・

杉
本
さ
ん

47

・
０
３
２
３
へ

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
生
お
よ

び
引
率
者
募
集

対
象
＝
参
加
生
…
市
内
在
住
の
高

非常勤嘱託員募集
申込書はそれぞれの申し込み先またはハローワーク長岡に

あります。
①募集人数②雇用期間③職務内容④応募資格⑤賃金または報酬
⑥勤務日または時間⑦試験日⑧選考方法⑨申し込み
・試験の会場や時間は後日通知します。
・勤務の際は社会保険などに加入します。
・雇用期間は勤務実績により更新する場合があります。

Ⅰ男女平等推進センター ウィルながおか
①１人②平成18年６月１日～19年３月31日③男女平等推進セ
ンター事業の企画・運営、登録団体の活動支援など④昭和63
年４月１日以前に生まれた人で簡単なパソコン操作ができ、
男女共同参画社会の実現について理解、熱意、積極性のある
人⑤月額129,000円（通勤手当・賞与なし）⑥月～土曜日の交
替勤務（祝日および年末年始を除く）で１日６時間⑦５月12
日⑧書類選考の上、面接（書類選考を通過した人のみ面接
を行います）⑨５月１日までに所定の申込書と「男女共同
参画」についてのレポート（800字程度）を〒940－0062大手
通２の２の６男女平等推進センターウィルながおか39・2746
へ郵送または持参

Ⅱ介護保険料嘱託徴収員
①１人②平成18年６月１日～19年３月31日③主に長岡地域で
の65歳以上の人の介護保険料徴収や介護保険制度の理解促進
に関する事務など④自動車免許を有し自家用車を業務に使用
できること⑤基本給月額79,000円＋能率給（賞与なし）⑥週
30時間程度（徴収予定などに応じ１日６時間程度）⑦５月15
日⑧適性検査、面接⑨所定の申込書に記入して４月10日
～28日に〒940－8501（住所記入不要）長岡市介護保険課
39・2245へ郵送または持参

Ⅲ看護師
①１人②平成18年５月１日～19年３月31日③市立保育園等を
巡回しての保健指導など④看護師資格と自動車免許を有し自
家用車を業務に使用できること⑤月額214,000円（通勤手当・
賞与なし）⑥月～金曜日（１日６時間）⑦４月21日⑧適性
検査、面接⑨所定の申込書に記入して４月３日～14日に
〒940－8501（住所記入不要）長岡市児童福祉課39・2219へ
郵送または持参

Ⅳ保育料嘱託徴収員
①２人②平成18年５月１日～19年３月31日③保育料滞納者に
対する徴収業務など④自動車免許を有し自家用車を業務に使
用できること⑤基本給月額79,000円＋能率給（通勤手当・賞
与なし）⑥週30時間程度（週２日市役所に出勤）⑦４月21日
⑧適性検査、面接⑨所定の申込書に記入して４月３日～
14日に〒940－8501（住所記入不要）長岡市児童福祉課39
・2219へ郵送または持参

Ⅴ長岡市国際交流センター「地球広場」（市民センター内）
①１人②平成18年５月11日～19年３月31日③市民と外国籍市
民との交流事業の企画・実施、外国籍市民に対する英語等に
よる生活相談など④昭和61年４月１日以前に生まれ、語学力
（英検２級程度、英語で日常会話ができる）を有し、パソコ
ンで資料の作成ができ、コミュニケーション能力・企画力の
ある人⑤月額157,400円（通勤手当・賞与なし）⑥１カ月に20
日程度（土・日・祝日を含む）で週30時間⑦４月29日⑧英
語能力試験（筆記および会話）、面接⑨所定の申込書に記入し
て４月11日～23日の午前10時から午後４時に国際交流セ
ンター39・2714へ本人が持参。申し込み時に簡単な面接を
実施

問各申し込み先またはハローワーク長岡32・1181

283,353人
（－12）

138,586人
（＋30）

144,767人
（－42）

95,548世帯
（＋406）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.3.1（前月比）
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校
生
ま
た
は
市
内
の
高
校
に
通
う

人
、
引
率
者
…
高
校
生
を
引
率
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
に
フ
ォ
ー
ト

ワ
ー
ス
市
側
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
人

①
原
信
サ
マ
ー
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
高
校
生

と
ペ
ア
を
組
み
、
お
互
い
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
交
流
し
ま
す
。

期
間
＝
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
訪
問
…

７
月
15
日

～
24
日

、
長
岡
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け

入
れ
…
７
月
28
日

～
８
月
５
日



定
員
＝
高
校
生
８
人
、
引
率

者
２
人

参
加
料
＝
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
へ
の
交
通
費
…
無
料
、
食
事

代
な
ど
…
３
０
、０
０
０
円

②
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
ア
カ
デ
ミ
ー

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
で
世
界
各

地
の
高
校
生
と
英
語
で
身
近
な
テ

ー
マ
に
つ
い
て
討
論
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
15
日

～
31
日


定
員
と
参
加
料
＝
一
般
枠
（
初
め

て
参
加
す
る
人
）
19
人
…
１
４
０
、

０
０
０
円
、
経
験
者
枠
（
参
加
経

験
者
）
２
人
…
２
０
０
、０
０
０
円
、

引
率
者
２
人
…
協
会
が
負
担

申

①
②
と
も
各
高
校
ま
た
は
市
民
セ

ン
タ
ー
１
階
地
球
広
場
に
あ
る
所

定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
高

校
生
は
４
月
21
日

、
引
率
者
は

４
月
17
日

ま
で
に
地
球
広
場
内


長
岡
市
国
際
交
流
協
会

39
・

２
７
１
４
へ

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会
を
４

月
８
日

午
後
２
時
か
ら
市
民
セ

ン
タ
ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室

で
開
催
し
ま
す
。

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

か
ら
訪
れ
る
中
学
・
高
校
生
グ
ル

ー
プ
（
中
学
・
高
校
生
15
人
、
引

率
者
３
人
）
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

滞
在
期
間
（
予
定
）
＝
６
月
１
日


～
12
日


内
容
＝
市
民
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
な
ど
の
集
合
場
所

へ
の
送
迎
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
に
は
主
に
朝
晩
と
週
末
滞
在
）

申

長
岡
市
国
際
交
流
協
会

39

・
２
７
１
４
、

39
・
２
７
１
５

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

市
で
は
、
９
月
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
次
の
施
設
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課

の
窓
口
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

募
集
施
設
＝
①
長
岡
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
し
ま
・
て
ら
ど

ま
り
、
長
岡
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
わ
し
ま
（
小
島
谷
３
４
２

２
の
３
）
②
長
岡
市
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
お
お
の
苑
（
栃
尾
大

野
町
３
の
４
の
２
）

指
定
期
間

＝
①
②
と
も
４
年
７
カ
月

業
務

開
始
日
＝
①
②
と
も
平
成
18
年
９

月
１
日


受
付
期
間
＝
４
月
３

日

～
21
日

（
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
）

問
介
護
保
険

課

39
・
２
２
４
５
、

39
・
２

２
７
８
、
Ｅ
メ
ー
ルk

aigo@
cit

y.n
ag

aok
a.lg.jp

指
定
管
理
者
制
度
全
般
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
行
政
管
理

課

39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター（西千手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡・三条文字情報」（30分間）
毎週月～土曜日の午前６時、７時、午後８時から（土
曜日は午後１時30分からも）、毎週日曜日の午前６時、
７時30分、午後１時30分、11時から

市
政
広
報
番
組

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

期 日 内 科 外 科
４月２日 見附市立病院（62・2800）見附市立病院（62・2800）

９日 山谷クリニック（61・1388）寺 師 医 院（62・0137）
16日 星野（弘）医院（62・0998）わたなべ皮フ科（62・7750）
23日 田 崎 医 院（62・1122）石 澤 医 院（62・2500）
29日 杏仁堂医院（62・0123）貝瀬皮膚科（66・8100）
30日 関 谷 医 院（61・0205）見附南医院（63・4477）

５月３日 霜 鳥 医 院（62・0579）星整形外科医院（66・8808）
４日 さえき内科（66・8500）寺 師 医 院（62・0137）
５日 石 川 医 院（66・2140）わたなべ皮フ科（62・7750）
７日 見附市立病院（62・2800）見附市立病院（62・2800）

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院（33・3111）
火曜日・金曜日 長岡赤十字病院（28・3600）
水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院（35・3700）

４月２日・23日
５月３日・７日 長岡赤十字病院（28・3600）

４月９日・29日
５月４月 長岡中央綜合病院（35・3700）

４月16日・30日
５月５日 立 川 綜 合 病 院（33・3111）
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催

し

■
春
の
植
木
祭
り

日
時
＝
４
月
15
日

～
17
日

午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
17
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る

さ
と
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

内
容
＝
植
木
、
盆
栽
の
管
理
・
育
て

方
の
説
明
と
販
売

問
県
植
木
商
組

合
・
橋
本
さ
ん

０
２
５
６
・
38
・

８
３
０
４

■
新
潟
啄
木
祭

日
時
＝
４
月
16
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
午
前
…
講
演
「『
一
握
の
砂
』

の
推
敲
―
編
集
に
よ
る
表
現
」
と
啄

木
歌
歌
唱
、
午
後
…
記
念
歌
会

参

加
料
＝
５
０
０
円

問
日
本
海
社
・

星
野
さ
ん

34
・
０
３
５
５

■
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
15
周
年
記
念

発
表

日
時
＝
４
月
16
日

正
午
か
ら

会

場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場
料

＝
１
、５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※

５
月
21
日

に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
長
岡
甚
句
大
会
の
出
場
者

も
募
集
中

申
長
岡
市
民
謡
連
盟
・

酒
井
さ
ん

34
・
４
６
３
５

■
長
岡
雪
氷
防
災
研
究
所
一
般
公
開

（
無
料
）

日
時
＝
４
月
21
日

午
後
１
時
～
４

時
、
22
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
長
岡
雪
氷
防
災
研
究
所
（
栖

吉
町
前
山
）

内
容
＝
低
温
室
内
各

種
実
験
、
模
擬
な
だ
れ
実
験
、
ミ
ニ

樹
氷
な
ど

問
同
研
究
所
管
理
係


35
・
７
５
２
０

■
上
映
会
「
九
条
の
会

有
明
講
演

会
」

日
時
＝
４
月
22
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

参
加
料

＝
５
０
０
円

問
平
和
と
緑
の
会
・

山
下
さ
ん

34
・
６
４
８
３

■
ひ
と
つ
し
か
な
い
地
球
子
ど
も
広

場
（
無
料
）

グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
行
い
、
子

ど
も
の
考
え
る
力
、
表
現
す
る
力
を

育
て
ま
す
。

日
時
＝
４
月
22
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
１

階
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
地
球
広
場

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上

申
新
潟

地
区
ラ
ボ
パ
ー
テ
ィ
ー
・
テ
ュ
ー
タ

ー
の
会
・
穂
刈
さ
ん

37
・
９
４
７

０
（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
参
加
申

込
用
紙
あ
り
）

■
長
岡
赤
十
字
病
院
健
康
ま
つ
り

日
時
＝
４
月
22
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

会
場
＝
長
岡
赤
十
字

病
院
１
階
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
ほ

か

問
同
病
院
庶
務
課

28
・
３
６

０
０

■
車
い
す
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

日
時
＝
４
月
22
日

午
前
９
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講

料
＝
３
、８
５
０
円

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会
矢
車
草

の
会
長
岡
支
部
・
柴
木
さ
ん

０
９

０
・
２
６
３
２
・
３
１
０
５

■
映
画
「
ダ
ブ
ル
シ
フ
ト
」
上
映
会

と
監
督
講
演
会

日
時
＝
４
月
23
日

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝
市
立
劇
場
小
ホ
ー
ル

入
場

料
＝
大
人
１
、０
０
０
円
、
中
・
高
・

大
学
生
８
０
０
円
（
当
日
は
２
０
０

円
増
）

※
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

問
同
実
行
委
員
会
・
加
瀬
さ
ん

０

９
０
・
３
３
４
３
・
１
３
０
５

■
日
本
犬
展
覧
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
23
日

午
前
９
時
～
午

後
３
時

会
場
＝
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
公
園
芝
生
広
場

参
加
犬
種
＝
秋

田
犬
、
紀
州
犬
、
四
国
犬
、
柴
犬

問

日
本
犬
保
存
会
・
山
崎
さ
ん


34
・
０
３
２
０

■
春
の
星
座
観
測
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
23
日

午
後
７
時
30
分

～
９
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

会
場

＝
信
濃
川
河
川
公
園
第
２
野
球
場
駐

車
場

問
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
太

田
さ
ん

32
・
１
５
０
８

■
陶
芸
体
験
教
室

事
前
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
～
６
月
末
の
毎
週
水
・

木
・
土
・
日
曜
日

会
場
＝
夢
現
工

房
（
宮
本
３
）

参
加
料
＝
無
料
（
焼

成
費
の
み
必
要
）

申
同
工
房
・
今

さ
ん

46
・
６
８
３
８

■
長
岡
明
徳
高
校
社
会
人
向
け
講
座

①
英
会
話
入
門
（「
英
会
話
基
礎
」
を

受
講
し
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

日
時
＝
４
月
26
日
～
平
成
19
年
２
月

７
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
15
分

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
６
、０
０
０
円

②
広
井
一

ひ
ろ
い
は
じ
め

文
書
を
読
む

日
時
＝
４

月
24
日
～
９
月
11
日
の
毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

定
員

＝
10
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、６

８
０
円

③
リ
コ
ー
ダ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
初

級

日
時
＝
４
月
26
日
～
９
月
20
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３

時
15
分

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、６
８
０
円

④
基
礎
デ
ッ
サ
ン

日
時
＝
４
月
26

日
～
９
月
20
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後

１
時
30
分
～
３
時
15
分

定
員
＝
20

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
５
、０
０
０

円⑤
初
め
て
のW

indow
sX

P

日
時
＝

４
月
24
日
～
９
月
11
日
の
毎
週
月
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

定

員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
５
、

０
０
０
円

会
場
＝
い
ず
れ
も
長
岡

明
徳
高
校

申
４
月
10
日

～
14
日


午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
除
く
）
に
同
高
校
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
１
階
市
民
情
報

ラ
ウ
ン
ジ
に
あ
る
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
高
校

33
・
５
８
２

１
へ

■
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
者
募
集

日
時
＝
５
月
20
日

午
後
１
時

会

場
＝
長
岡
造
形
大
学

内
容
＝
英
語

ま
た
は
日
本
語
の
論
文
と
英
語
ス
ピ

ー
チ

申
５
月
８
日

ま
で
に
①
「
い

の
ち
の
か
が
や
き
」
②
「
世
界
の
人
々

と
対
話
を
」
の
ど
ち
ら
か
を
テ
ー
マ

に
論
文
を
書
い
て
（
日
本
語
１
、２
０

０
字
以
内
ま
た
は
英
語
８
０
０
単
語

以
内
。
日
本
語
論
文
に
も
英
語
題
名

必
要
）、
〒
９
４
０
―
０
０
８
７
千
手

２
の
10
の
20
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

長
岡
・
野
上
さ
ん

32
・
０
８
４
７
へ

■
小
学
生
ロ
ボ
コ
ン
工
作
教
室

日
時
＝
５
月
21
日

、
６
月
４
日


・
18
日

、
７
月
２
日

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
無
料
（
材
料
費
別
）

申
４
月
29
日

ま
で
に
に
い
が
た
エ

ジ
ソ
ン
学
園
・
樺
澤
さ
ん

０
９
０

・
３
９
８
０
・
６
３
５
４
へ

ス
ポ
ー
ツ

■
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
＝
４
月
16
日
～
７
月
23
日
の
毎

週
日
曜
日

集
合
＝
午
前
６
時
に
中

央
公
民
館
駐
車
場

持
ち
物
＝
運
動

の
で
き
る
服
装
、
帽
子
、
手
袋

参

加
料
＝
５
０
０
円
（
当
日
に
）

申

４
月
13
日

ま
で
に
（
４
月
16
日
以

降
は
毎
週
開
催
日
に
受
け
付
け
）
同

実
行
委
員
会
・
大
矢
さ
ん

・

35

・
８
７
５
５
へ

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望月の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940－8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Eメール inf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守
してください。なお、６月号は５月１日
が締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・応募できないもの
②活動が主に市外で行われるもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
掲載・広告、テレビ広告など）

④政治・宗教活動または営利目的のもの
また、希望多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間、再度掲載しません。
問い合わせ＝広報課39・2202

※
４
月
か
ら
課
名
と
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
。

30市政だより 2006.4

■
悠
久
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

日
時
＝
４
月
16
日
～
９
月
24
日
の
毎

週
日
曜
日
午
後
１
時
～
３
時（
初
回
の

み
正
午
か
ら
）

会
場
＝
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー

対
象
＝
小
学
２
～
６
年

生

定
員
＝
70
人

会
費
＝
６
カ
月

１
０
、０
０
０
円

申
４
月
15
日

正

午
か
ら
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

問
長
岡
市
水
泳

協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
吉
岡
内
）


33
・
３
４
４
２

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
場
＝
北
部
体
育
館

申

長
岡
市

体
育
協
会

34
・
２
１
３
０

①
練

習
日
時
②
対
象
③
会
費
④
問

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
寿
空
手

①
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
～
７
時
②

５
歳
以
上
③
月
３
、０
０
０
円
④
井
上

さ
ん

24
・
４
５
９
９

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

①
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
～
７

時
②
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
③

年
１
０
、０
０
０
円
④
倉
内
さ
ん

０

９
０
・
４
９
１
３
・
６
１
９
９

■
「
Ｂ
・
フ
リ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ラ
ン
」

in
長
岡

視
覚
障
害
者
の
ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒

に
走
り
、
交
流
を
深
め
る
大
会
で
す
。

日
時
＝
５
月
14
日

午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

会
場

＝
国
営
越
後
丘
陵
公
園
（
Ｊ
Ｒ
長
岡

駅
か
ら
有
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

参

加
料
＝
大
人
１
、０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
、（
入
園
料
・
駐
車
料

・
交
流
会
費
別
）

種
目
＝
ラ
ン
ニ

ン
グ
①
５
㎞
②
８
㎞
（
車
い
す
で
の

参
加
不
可
）
③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
車

い
す
で
の
参
加
可
）

申
４
月
20
日


ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
参
加
料
（
郵
便
小
為

替
で
）
を
添
え
て
、
〒
９
４
０
―
０

８
６
４
川
崎
６
の
８
６
５
６
の
１
４

同
大
会
事
務
局
・
中
島
さ
ん

34
・

６
８
７
５
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
・
問
⑥
説
明
会

◇
長
岡
柔
道
教
室

〈
小
学
生
の
部
〉
①
毎
週
火
・
金
曜

日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
土
曜
日

午
後
６
時
～
７
時
30
分
②
市
民
体
育

館
④
年
１
２
、０
０
０
円
⑤
星
野
さ
ん


24
・
６
６
０
７

〈
中
学
生
の
部
〉
①
毎
週
水
曜
日
午

後
７
時
15
分
～
９
時
15
分
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
②
市
民
体
育
館
④

要
問
い
合
わ
せ
⑤
室
賀
さ
ん

０
８

０
・
１
１
４
５
・
９
０
３
１

◇
長
岡
西
部
剣
道
教
室

①
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
②

希
望
が
丘
小
学
校
③
小
・
中
学
生
④

年
５
、０
０
０
円
⑤
桑
原
さ
ん

36
・

８
３
３
３
⑥
４
月
19
日

午
後
７
時

か
ら
希
望
が
丘
小
学
校
で
受
け
付
け

◇
長
岡
レ
ッ
ツ
Ｆ
・
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
小
学
生
…
毎
週
火
・
木
・
土
・
日

曜
日
、
中
学
生
…
毎
週
月
・
水
・
土

・
日
曜
日
（
金
曜
日
の
場
合
あ
り
）

②
蔵
王
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
④
小

学
生
５
、０
０
０
円
、
中
学
生
１
０
、

０
０
０
円
（
年
会
費
。
別
に
月
会
費

小
学
生
３
、０
０
０
円
、
中
学
生
４
、

０
０
０
円
必
要
）
⑤
岡
部
さ
ん

０

９
０
・
４
７
２
０
・
８
６
３
２

◇
長
岡
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

①
毎
週
土
・
日
曜
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
②
四
郎
丸
・
千
手

小
学
校
③
小
学
３
～
６
年
生
④
５
、０

０
０
円
（
入
団
費
）
⑤
大
澤
さ
ん


34
・
５
８
１
５
（
４
月
８
日

か
ら
）

◇
若
木
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

①
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
②

関
原
小
学
校
③
小
学
４
年
生
以
上
④

年
３
、０
０
０
円
⑤
高
木
さ
ん

46
・

２
１
１
２

◇
希
望
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

①
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９

時
、
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
５
時
30

分
～
７
時
、
第
１
・
３
・
５
土
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、
第
２
・
４
土
曜

日
午
後
１
時
～
３
時
②
希
望
が
丘
小

学
校
体
育
館
③
小
学
生
以
上
④
月
１
、

０
０
０
円
（
別
に
入
団
費
・
登
録
費

・
管
理
費
が
必
要
）
⑤
嘉
瀬
さ
ん


29
・
３
０
１
５

◇
虎
塾
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
②
毎
週
日
曜
日
午
後
５
時
～
６
時

…
市
民
体
育
館
武
道
場
、
毎
週
日
曜

日
午
後
５
時
～
６
時
30
分
…
大
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
毎
週
水
曜

日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
…
大
島
中

学
校
体
育
館
③
年
長
児
～
一
般
④
月

１
、５
０
０
円
⑤
高
山
さ
ん

32
・
０

０
８
６

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

①
②
毎
週
月
曜
日
…
東
中
学
校
、
毎

週
木
曜
日
…
市
民
体
育
館
、
毎
週
土

曜
日
…
北
中
学
校
（
時
間
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
③
小
学
生
④
月

２
、０
０
０
円
⑤
堀
さ
ん

０
９
０
・

２
３
３
７
・
５
７
１
６
に
連
絡
の
上
、

直
接
会
場
へ
（
初
回
の
み
保
護
者
同

伴
）

■
学
校
開
放
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

（
前
期
）

日
時
＝
４
月
17
日
～
７
月
３
日
の
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30

分
（
祝
日
除
く
）

会
場
＝
中
島
小

学
校

対
象
＝
高
校
生
以
上

参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申

直
接
会
場
で

問
村
田
さ
ん

35
・

１
１
６
９

健

康

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
17
日

午
後
２
時
～
３

時

内
容
＝
精
神
科
医
師
に
よ
る
精

神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

会
場
・

申
県
長
岡
地
域
振
興
局
地
域
保
健
課


33
・
４
９
３
１

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
21
日

、
５
月
19
日


午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
相
談
課
内
精

神
障
害
者
家
族
会
事
務
局

39
・
２

２
１
８

く
ら
し

■
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
譲
っ

て
く
だ
さ
い

越
路
地
域
の
岩
田
地
区
で
、
毎
年

４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て
、

全
長
約
２
５
０
ｍ
、
約
１
８
０
匹
の

鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
自
宅

で
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
を
、
再
び

大
空
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
岩
田
鯉
の
ぼ
り
有
志
会
・
白
井
さ

ん

92
・
３
０
４
４
へ

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

☆
会
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

☆
仕
事
を
発
注
し
ま
せ
ん
か

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問
長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
本
部

35
・
２
３
８
０
、
中
之

島
支
部

66
・
１
５
１
０
、
越
路
支

部

92
・
５
７
０
０
、
小
国
支
部


41
・
９
２
５
０
、
寺
泊
支
部

75
・

２
４
５
３
、
栃
尾
支
部

53
・
２
１

４
１
、
与
板
支
部

72
・
３
１
５
２

三
島
・
山
古
志
地
域
の
人
は
本
部

へ
、
和
島
地
域
の
人
は
与
板
支
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募

集

■
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
実
行
委
員
募

集今
秋
開
催
予
定
の
「
長
岡
ア
ジ
ア

映
画
祭
」
の
実
行
委
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
）を
募
集
し
ま
す
。

問
市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会

・

33

・
１
２
３
１
（
月
・
金
の
夜
）、
Ｅ
メ

ー
ルtsu

k
u
ru

k
ai@

ld
s5.com

■
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
「
三
来
福

さ
ん
ら
い
ふ

」
会

員
募
集

期
日
＝
①
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
②

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
③
毎
月
第
２

・
４
土
曜
日

時
間
＝
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝

中
央
公
民
館

定
員
＝
各
５
人
（
先

着
）

会
費
＝
５
、０
０
０
円
（
４
カ

月
分
。
材
料
費
込
み
）

申
４
月
20

日

ま
で
に
同
サ
ー
ク
ル
・
丸
山
さ

ん

32
・
０
０
２
８
へ

■「
絵
手
紙
ゆ
ー
め
ー
る
」会
員
募
集

日
時
＝
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
７
時

～
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

会
費
＝
年
１
０
、０
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

申
４
月
15
日

ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
８

６
８
堀
金
３
の
２
の
12
小
幡
忍
さ
ん


36
・
７
５
４
５
へ

31 市政だより 2006.4



「もののふの八十娘子
や そ を と め

らが汲み乱
まが

ふ

寺井の上の堅香子
か た か ご

の花」。万葉集で大伴
おおともの

家持
やかもち

がこの句に詠った「堅香子」は、

カタクリであるといわれています。

早春の暖かな日差しに誘われて美し

い紫色の花を咲かせ、その可憐な姿で

万葉の歌人をも魅了したカタクリ。平

成６年、三島町（当時）は町の花に選

定し、住民の幸せと町の発展の象徴と

しました（合併に伴い、平成17年４月

からは三島地域の花）。

カタクリは種から花が咲くまで約８

年かかるといわれます。また、花を咲

かせてしばらくすると葉を枯らせ、次

の春まで休眠するのが特徴です。一生

の大半を地中で過ごし、早春のわずか

な間だけかわいらしい姿を見せるこの

花は、雪国に住む誰よりも春の訪れを

待ちわびているのかもしれません。

1212

カタクリ
【三島地域の花】

青
く
広
が
る
日
本
海
に
浮
か
ぶ

よ
う
に
建
つ
寺
泊
水
族
博
物
館
。

そ
の
白
い
館
か
ら
は
、
は
る
か
遠

く
に
能
登
半
島
が
か
す
み
、
佐
渡

や
弥
彦
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。館

内
に
は
約
四
百
種
、
一
万
匹

の
世
界
各
地
の
魚
や
水
棲

す
い
せ
い

生
物
が

勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

南
米
ア
マ
ゾ
ン
の
巨
大
魚
ピ
ラ
ル

ク
、
空
気
呼
吸
す
る
肺
魚
、
生
き

た
化
石
と
呼
ば
れ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ

や
オ
ウ
ム
ガ
イ
は
必
見
で
す
。
ま

た
、
愛
き
ょ
う
た
っ
ぷ
り
の
マ
ゼ

ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
や
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ

シ
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
リ
ン
ガ
ー
ル
に
よ
る
餌

付
け
シ
ョ
ー
、
テ
ッ
ポ
ウ

ウ
オ
の
餌
取
り
射
撃
シ
ョ

ー
な
ど
も
あ
り
、
見
ど
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

寺
泊
水
族
博
物
館
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

開
館
時
間
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
夏

期
は
時
間
延
長
あ
り
）。
年
中
無
休

（
臨
時
閉
館
日
あ
り
）
で
す
。
入

館
料
は
大
人
七
百
円
、
中
学
生
四

百
五
十
円
、
小
学
生
三
百
五
十
円
、

幼
児
（
三
歳
以
上
）
二
百
円
で
す
。

ま
た
、
団
体
割
引
、
障
害
者
・
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
介
助
者

の
人
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

交
通
案
内
＝
中
之
島
見
附
Ｉ
Ｃ
か

ら
車
で
約
三
十
分
、
長
岡
駅
か
ら

バ
ス
で
約
六
十
分
（
水
族
館
前
下

車
）

毎年４月15日、中之島地域の中条日枝
ちゅうじょうひえ

神社

春季祭礼で、御神輿巡行
おみこしじゅんこう

（市無形文化財）が

行われています。

明治初期に県令で村社に認定されて始まっ

たといわれるこの巡行は氏子に代々引き継が

れ、行列は総勢約60人の盛大なものです。

ほら貝、太鼓、笛の音が流れる中、お神酒

を振る舞いながら歩く白狐を先頭に、天狗や

獅子、みこしが羽織はかま姿の祭衆とともに

古式ゆかしく地区を練り歩きます。行列を迎

える沿道の人々は米や酒を奉納し、担ぎ手の

持つ竿
さお

に挿さった「籠花
かごばな

」（色とりどりの紙飾

りが付いた細い竹の棒）を抜きとります。そ

して五穀豊穣
ほうじょう

や家内安全を願い、玄関先など

に飾ります。

御神輿巡行が終わると、本格的な田植え準

備の時期を迎えます。

1212

1212

▲中央右側奥に見える竿に挿さっているのが籠花。行列
は約２時間半かけて、地区内を巡ります。

寺泊水族博物館 75・4936【寺泊花立】

中
条
日
枝
神
社

春
季
祭
礼
御
神
輿
巡
行
神
事

【
４
月
／
中
之
島
中
条
】
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